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寛
政
年
間
の
谷
文
晁

磯
　
崎
　
康
　
彦

一
、『
集
古
十
種
』
へ
の
始
動

　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
正
月
、
京
都
は
未
曽
有
の
大
火
と
な
っ
た
。
多
く
の

寺
社
や
公
家
宅
が
灰
燼
に
帰
し
た
ば
か
り
か
、
御
所
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
た
め
光
格
天
皇
は
、
聖
護
院
に
居
を
転
じ
た
。
老
中
主
座
の
松
平
定
信
は
、
仮

御
所
造
営
や
災
害
に
あ
っ
た
窮
民
援
助
の
た
め
、
勘
定
奉
行
根
岸
鎮
衛
を
京
都
に

向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

定
信
自
身
も
、
次
い
で
上
京
し
た
。
天
明
八
年
五
月
九
日
に
江
戸
を
た
ち
、
中

仙
道
を
経
由
し
て
二
十
二
日
京
都
に
着
い
た
。
人
足
も
少
な
く
、
き
わ
め
て
質
素

な
一
行
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
定
信
は
、
聖
護
院
に
参
上
し
、
か
つ
火
災
に
あ
っ

た
二
条
城
や
御
所
の
焼
失
跡
を
巡
察
し
た
。
同
月
二
十
九
日
に
大
坂
に
行
き
、
大

坂
よ
り
奈
良
、
駿
府
を
経
、
江
戸
に
六
月
二
十
七
日
戻
っ
た
か
ら
一
か
月
半
あ
ま

り
の
旅
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
御
所
の
再
建
修
復
は
、
幕
府
側
の
仕
事
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
側
か
ら

林
大
学
頭
、
柴
野
栗
山
ら
が
、
朝
廷
側
か
ら
庶
務
の
裏
松
左
大だ

い

弁べ
ん

光
世
、
高
辻
右

大
弁
ら
が
出
席
し
、
協
議
の
結
果
、
古
制
に
基
づ
く
造
営
と
決
定
し
た
。
朝
廷
側

の
故
実
家
裏
松
固こ

禅ぜ
ん

（
光
世
）
著
『
大
内
裏
図
考
証
』
に
従
い
、
平
安
時
代
の
建

築
様
式
を
基
本
的
な
範
と
し
た
の
で
あ
る
。
定
信
は
、『
宇
下
人
言
』
で
、「
所
司

代
行
む
か
ひ
て
此
こ
ろ
紫
清
（
紫
宸
殿
と
清
涼
殿
）
両
殿
御
復
古
之
義
被
仰
出
た

り
と
て
画
図
な
ど
も
見
」
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
御
費
用
な
ど
夥
し
き

事
と
察
し
奉
り
ぬ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
の
改
革
を
お
こ
な
い
財
政
緊
縮
を
す
す
め
る
定
信
に
と
っ
て
、
造
設
費
用

を
節
約
し
た
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
壮
大
な
新
造
営
を
望
む

朝
廷
側
に
規
模
の
縮
小
を
求
め
た
。
こ
の
方
針
は
、
造
営
内
の
絵
画
の
出
費
に
つ

い
て
も
貫
か
れ
た
。
幕
府
の
絵
師
を
江
戸
よ
り
京
都
に
送
り
こ
め
ば
、画
料
、旅
費
、

生
活
費
な
ど
が
高
騰
す
る
。
か
わ
っ
て
京
都
の
絵
師
を
採
用
す
れ
ば
、
い
く
ら
か

で
も
安
く
す
む
。
そ
こ
で
京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
絵
師
岸
駒
・
岸が

ん

岱た
い・

円
山
応
挙
・

円
山
応お

う

瑞ず
い

・
土
佐
光
清
・
土
佐
光
文
・
土
佐
光
武
・
狩
野
永え
い

岳が
く

・
原
在
照
・
勝
山

琢た
く

眼が
ん

・
塩
川
文
麟
ら
が
用
い
ら
れ
た
。

　

御
所
に
は
紫
宸
殿
・
清
涼
殿
・
諸
大
夫
間
・
小こ

御ご

所
・
学
問
所
・
御お

常つ
ね

御
殿
・

御
三み

間ま

・
迎こ
う

春し
ゅ
ん・
聴
雪
・
御
花
御
殿
・
皇
后
御
常
御
殿
・
若
宮
御
殿
な
ど
か
な
り

の
殿
舎
が
あ
り
、
多
数
の
襖
絵
や
杉
戸
絵
で
満
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
選
択
さ

れ
た
主
題
は
、
中
国
の
賢
聖
肖
像
・
列
女
伝
・
岳
陽
楼
・
赤
壁
・
蘭
亭
曲
水
・
商

山
四し

晧こ
う

な
ど
、
植
物
は
竹
・
菊
・
梅
・
芦
・
芭
蕉
・
栗
・
桃
・
朝
顔
な
ど
、
動
物

は
鶉う

ず
ら・
虎
・
鶴
・
お
う
む
・
鷹
・
雀
・
鶏
・
リ
ス
・
猿
な
ど
、
風
景
風
俗
は
近
江

八
景
・
耕
作
図
・
賀
茂
祭
・
富
士
な
ど
で
あ
っ
た
。
公
的
な
間
に
は
、
中
国
の
勧

戒
主
義
的
な
題
材
が
選
択
さ
れ
、
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
帝
鑑

図
で
あ
る
。
私
的
な
間
に
は
、
比
較
的
身
近
な
風
景
・
植
物
・
祭
な
ど
が
選
ば
れ

土
佐
派
の
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
。
加
え
て
新
興
の
円
山
四
条
派
の
絵
師
も
参
入

し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
襖
絵
で
も
、
内
裏
正
殿
の
紫
宸
殿
を
飾
る
賢け

ん

聖じ
ょ
う

障そ
う

子じ

図
は
、
伝
統
的
に

幕
府
の
奥
絵
師
が
担
当
し
た
。
も
っ
と
も
格
の
高
い
仕
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

賢
聖
障
子
は
、
紫
宸
殿
玉
座
背
後
の
九
間
に
は
め
込
む
九
枚
の
障
子
で
あ
っ
た
。

中
央
一
枚
は
、
向
か
い
あ
う
獅
子
・
狛こ

ま

犬い
ぬ

・
そ
の
上
に
文
書
を
負
う
亀

―
負ふ
み
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文お
え
る

亀か
め

―
の
図
柄
で
あ
る
。
残
り
八
枚
は
、
一
枚
に
つ
き
四
名
ず
つ
、
合
計

三
二
名
の
中
国
三
代
か
ら
漢
、
唐
の
聖
人
賢
人
の
肖
像
画
で
あ
っ
た
。
各
肖
像
上

方
に
は
、
色
紙
に
そ
の
人
物
の
名
前
と
徳
行
業
績
が
賛
文
と
し
て
記
さ
れ
た
。

　

賢
聖
障
子
の
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、狩
野
栄
川
（
典み

ち

信の
ぶ

）
で
あ
っ
た
。
栄
川
は
、

名
は
典
信
、
白
玉
斎
と
も
号
し
、
木
挽
町
狩
野
の
絵
師
で
あ
る
。
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
法
印
に
叙
せ
ら
れ
栄
川
院
と
称
し
た
。
栄
川
は
、
平
安
時
代
以
来
踏

襲
さ
れ
て
き
た
賢
聖
障
子
図
に
と
り
く
み
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
下
絵
を

描
き
あ
げ
た
。

　

賢
聖
障
子
の
賛
文
は
、
柴
野
栗
山
が
考
証
し
、
賀
茂
保
孝
が
書
に
あ
た
っ
た
。

し
か
し
寛
政
二
年
二
月
末
、
以
前
の
賛
文
が
か
ん
ば
し
く
な
い
た
め
書
き
改
め
ら

れ
た
。
と
は
い
え
江
戸
の
儒
者
は
、
た
と
え
良
文
で
あ
っ
て
も
、
京
都
の
公
家
衆

が
鵜
の
目
鷹
の
目
で
文
章
を
検
証
し
、
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
を
心
配
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

考
証
役
の
栗
山
は
、
同
年
七
月
に
、
栄
川
下
絵
の
賢
聖
像
の
衣
服
に
問
題
が
あ

る
と
気
づ
い
た
。
栄
川
は
栗
山
と
し
ば
し
ば
出
会
っ
て
い
た
が
、
同
年
八
月
病
に

よ
り
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
賢
聖
障
子
図
は
、
洞
春
美
信
と
住
吉
広
行
の

二
人
に
ひ
き
継
が
れ
た
。
水
野
為
長
の
『
よ
し
の
冊
子
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

賢
聖
御
障
子
画
、
洞
春
住
吉
へ
被
仰
付
候
由
。
極
彩
色
ニ
懸
リ
候
て
ハ
十
分

住
吉
よ
ろ
し
か
る
べ
き
由
。

　
「
洞
春
」
は
洞と

う

春し
ゅ
ん

美よ
し

信の
ぶ

、
狩
野
洞
春
で
あ
る
。
洞
春
は
元げ
ん

仙せ
ん

方ま
さ

信の
ぶ

の
子
で
、
父

の
門
人
石
里
洞
秀
か
ら
贅
沢
を
禁
じ
ら
れ
、
厳
格
な
教
え
を
う
け
た
と
い
う
。
洞

春
は
探
幽
の
古
法
を
守
り
、
雪
舟
の
筆
意
を
踏
襲
し
、
式
部
卿
法
眼
に
叙
せ
ら
れ

た
駿
河
台
狩
野
の
絵
師
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、「
住
吉
」
は
、
江
戸
に
移
っ
た
土
佐
派
の
分
派
住
吉
派
の
絵
師
住
吉
広
行

で
あ
る
。『
扶
桑
画
人
伝
』
や
『
墓
所
集
覧
』
に
よ
る
と
、
通
称
内
記
、
景
金
園
と

号
し
、
板
谷
（
慶
舟
）
広
当
の
子
で
、
住
吉
広
守
の
門
人
で
あ
る
。
し
か
し
広
守

に
子
が
お
ら
ず
、
師
家
を
嗣
ぎ
、
和
画
の
鑑
定
を
能
く
し
、
幕
府
絵
所
住
吉
家
の

当
主
と
な
っ
た
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
、
五
七
歳
に
て
没
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
急
死
し
た
狩
野
栄
川
に
は
息
子
が
お
り
、
狩
野
惟こ

れ

信の
ぶ

（
養
川
院
惟
信
）

と
い
っ
た
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
父
と
同
様
に
西
丸
奥
御
用
に
任
ぜ
ら
れ
、

同
年
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。
三
八
歳
の
と
き
、
父
急
死
の
た
め
、
木
挽
町
狩
野
の

当
主
を
嗣
い
だ
。
惟
信
の
絵
画
は
、

養
川
（
惟
信
）
名
人
ニ
候
ヘ
共
、
只
利
口
の
絵
に
て
中
々
父
に
ハ
及
申
間
敷

由

と
い
わ
れ
た
。「
利
口
の
絵
」
と
は
、
賢
く
要
領
の
い
い
絵
と
い
う
批
判
的
な
意
味

で
あ
ろ
う
。
惟
信
は
、
父
栄
川
に
及
ば
ぬ
画
家
と
し
て
低
く
み
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

惟
信
は
、
父
の
手
が
け
た
賢
聖
障
子
画
の
仕
事
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
立
腹
し

た
で
あ
ろ
う
。
木
挽
町
狩
野
の
惟こ

れ

信の
ぶ

に
と
っ
て
、
賢
聖
画
の
仕
事
が
、
仲
の
悪
い

駿
河
台
狩
野
に
奪
い
と
ら
れ
た
と
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
惟
信
は
、
狩

野
洞
春
に
嫉
妬
し
陰か

げ

口ぐ
ち

を
た
た
い
た
。

此
度
右
之
絵
（
賢
聖
障
子
画
）
被
仰
付
候
当
日
、
わ
ざ
〳
〵
養
川
（
惟
信
）

奥
よ
り
出
候
て
住
吉
ニ
逢
、
何
卒
貴
様
ニ
被
仰
付
様
に
し
た
い
。
洞
春
ハ
一

体
賢
聖
の
旨
ニ
合
ぬ
男
也
と
申
候
由
。
さ
す
れ
バ
少
々
姦か

ん

物ぶ
つ

に
も
可
有
之
哉
、

と
さ
た
仕
候
由

　

狩
野
洞
春
は
、
心
の
よ
こ
し
ま
な
人
物
で
あ
る
か
ら
、
知
徳
の
す
ぐ
れ
た
聖
人

を
描
く
の
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
。

　

一
方
、
洞
春
と
と
も
に
賢
聖
画
の
任
を
託
さ
れ
た
住
吉
広
行
は
喜
ん
だ
。
前
記

の
引
用
文
に
続
い
て
『
よ
し
の
冊
子
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

賢
聖
の
間
の
御
絵
、
先
年
ハ
土
佐
家
ニ
て
相
認
候
処
、
探
幽
、
養よ

う

朴ぼ
く

（
常
信
）

な
ど
名
画
出
候
、
二
百
四
五
十
年
も
土
佐
家
相
ヤ
ミ
、
狩
野
家
の
物
ニ
相
成

居
候
所
、
此
度
被
仰
付
候
ハ
、
誠
ニ
難
有
何な

ん

共と
も

恐
入
、
た
と
へ
此
上
不
被
仰

付
候
共
、
御
撰
ニ
相
成
候
が
難
有
事
と
申
居
候
由
の
さ
た
。

　

内
裏
は
焼
失
の
た
び
に
再
建
さ
れ
て
き
た
が
、
宮
廷
絵
所
預

あ
ず
か
り
の
土
佐
派
が
、

大
和
絵
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
画
事
の
任
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
に
狩

野
探
幽
や
「
養
朴
」
こ
と
狩
野
常
信
ら
の
す
ぐ
れ
た
絵
師
が
輩
出
す
る
と
、
内
裏
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障
壁
画
は
「
狩
野
家
の
物
ニ
」
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
土
佐
派
の
任

に
戻
っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

さ
て
狩
野
惟こ

れ

信の
ぶ

は
、
父
栄
川
の
描
い
た
賢
聖
画
の
下
絵
を
「
一
躰
中
仲
あ
し
く
」

あ
る
駿
河
台
狩
野
の
洞
春
で
な
く
、
住
吉
広
行
に
送
っ
た
。『
よ
し
の
冊
子
』
に
、

住
吉
方
へ
栄
川
院
の
下
絵
も
下
り
、
且
又
先
年
御
絵
形
も
相
下
り
候
由
。
住

吉
先
年
の
御
絵
形
此
度
栄
川
院
の
下
絵
を
致
拝
見
、
中
々
此
位
の
御
下
絵
ニ

ハ
負
ハ
す
ま
い
と
申
居
候
よ
し
。

と
あ
る
。
栄
川
の
下
絵
の
ま
え
に
、
す
で
に
「
御
絵
形
」
も
送
ら
れ
て
い
た
と
わ

か
る
。
下
絵
の
送
付
は
、寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
一
一
月
で
あ
っ
た
。
結
局
、『
よ

し
の
冊
子
』
に
「
住
吉
内
記
（
広
行
）
御
絵
御
用
被
仰
付
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

広
行
が
賢
聖
障
子
を
仕
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

住
吉
広
行
は
、
賢
聖
画
に
関
す
る
家
伝
の
古
画
を
借
り
う
け
て
悦
び
、
寛
政
三

年
は
じ
め
に
第
二
本
と
も
い
う
べ
き
下
絵
に
と
り
か
か
っ
た
。
第
二
本
の
下
絵
も
、

柴
野
栗
山
や
文
章
博
士
の
論
議
考
証
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
、
寛
政
四
年
の
第
三

本
の
下
絵
に
発
展
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
間
、
賢
聖
障
子
中
央
の
絵
画
《
獅
子
・

狛
犬
・
負ふ

み

文お
え
る

亀か
め

》
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
五
月
末
に
で
き
あ
が
っ
た
。

住
吉
内
記
（
広
行
）、
獅
子
狛
犬
の
画
出
来
候
由
。
栄
川
抔
認
候
下
絵
と
八
殊

の
外
違
ひ
ニ
て
誠
ニ
宜
き
由
。
中
々
栄
川
院
抔
及
候
所
ニ
無
之
よ
し
の
さ
た
。

と
『
よ
し
の
冊
子
』
に
あ
る
。
広
行
の
《
獅
子
・
狛
犬
・
負
文
亀
》
は
、
第
一
本

下
絵
と
異
な
り
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
広
行
は
江
戸
で
賢
聖

障
子
画
を
完
成
さ
せ
、
寛
政
四
年
九
月
、
京
都
の
内
裏
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
御
所
造
営
は
、
寛
政
元
年
二
月
に
着
工
さ
れ
、
翌
二
年
末
に
ほ
ぼ
完

工
し
た
。
完
工
に
と
も
な
い
、
光
格
天
皇
は
、
同
二
年
十
一
月
に
聖
護
院
か
ら
新

御
所
に
移
っ
た
。
各
殿
舎
を
飾
る
襖
絵
や
杉
戸
絵
も
、
造
営
と
平
行
し
て
進
め
ら

れ
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
月
、
住
吉
広
行
、
柴
野
栗
山
、
屋
代
弘ひ

ろ

賢か
た

は
定
信

の
命
を
う
け
て
京
都
へ
向
か
っ
た
。
弘
賢
は
、
和
漢
の
学
に
通
じ
た
幕
府
の
右ゆ

う

筆ひ
つ

で
あ
る
。
一
行
の
目
的
は
、
御
所
の
賢
聖
障
子
視
察
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、弘
賢
の
紀
行
文
『
道
の
さ
ち
』
に
「
都
近
き
あ
た
り
に
、

あ
り
と
あ
る
古
き
筆
の
跡
、
う
つ
し
た
て
ま
つ
れ
」
と
あ
り
、
京
都
・
奈
良
の
古

社
寺
調
査
も
託
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
職
種
か
ら
広
行
が
絵
画
を
、
弘
賢
が
書

を
調
査
分
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
江
国
出
身
の
詩
僧
海
量
法
師
は
、
御
所
で
の
広
行
の
様
子
を
伝
え
た
。
旅
を

好
み
数
々
の
歌
を
詠
じ
た
海
量
法
師
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
西
遊
し
、

一
〇
月
一
五
日
京
都
に
入
っ
た
。
同
月
二
〇
日
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

二
十
日
に
は
、
同
じ
く
上
京
し
て
ゐ
た
荒
木
田
久
老
を
義
兄
と
共
に
訪
う
た
。

そ
の
日
ま
た
経つ

ね

亮す
け

と
、
下
の
御
陵
に
ゐ
て
造
営
の
成
っ
た
御
所
の
襖
に
花
鳥

を
描
い
て
ゐ
た
住
吉
内
記（
広
行
）を
訪
う
て
、そ
の
絵
を
見
た
。
そ
し
て「
大

宮
に
の
ぼ
ら
ぬ
吾
身
大
宮
に
ま
つ
る
う
つ
し
ゑ
け
ふ
み
つ
る
か
も
」
と
詠
ん

（
だ）

1
（

）。

　

文
中
の
荒
木
田
久
老
は
、
伊
勢
外
宮
の
禰ね

宜ぎ

で
国
学
者
宇
治
五い

十つ

木き

。
経
亮
は

有
職
故
実
に
く
わ
し
く
、
和
歌
を
能
く
し
た
国
学
者
橋
本
経
亮
で
あ
る
。
海
量
法

師
と
経
亮
は
、
広
行
が
御
所
で
描
く
花
鳥
襖
絵
を
見
た
。
お
そ
ら
く
公
的
な
儀
式

の
間
で
な
く
、
私
的
な
御
座
所
の
襖
絵
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
御
所
は
再
建

さ
れ
て
も
、
殿
舎
の
装
飾
は
、
寛
政
四
年
末
に
至
っ
て
も
完
成
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
わ
か
る
。
江
戸
よ
り
送
っ
た
賢
聖
障
子
図
は
、
厳
正
な
考
証
学
に
基
づ
い
て

の
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
広
行
が
御
所
で
絵
筆
を
加
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
住
吉
広
行
、
柴
野
栗
山
、
屋
代
弘
賢
一
行
は
、
次
い
で
京
都
・
奈
良
の

社
寺
調
査
に
入
っ
た
。『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
が
あ
り
、一
行
の
行
動
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
一
一
月
三
日
の
東
寺
を
か
わ
き
り
に
、
一
二
月
五
日
の
等
持
院
、
竜
安

寺
ま
で
の
調
査
記
録
で
あ
る
。

　

寛
政
四
年
一
一
月
三
日
、
広
行
、
栗
山
、
弘
賢
は
東
寺
の
什
物
を
調
査
し
、
以

後
京
都
で
壬
生
寺
・
菅
大
臣
社
・
空
也
堂
・
知
恩
院
・
下
御
霊
社
・
東
福
寺
・
六

条
道
場
・
四
条
道
場
・
誓
願
寺
・
福
正
院
・
大
雲
院
・
壇
王
林
寺
・
南
禅
寺
・
若
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王
寺
・
銀
閣
寺
・
平
等
院
・
橋
寺
・
恵
心
院
・
興
聖
寺
・
通
円
茶
屋
を
巡
っ
た
。

た
だ
一
一
月
四
日
の
壬
生
寺
・
菅
大
臣
社
・
空
也
堂
、
ま
た
一
二
日
の
壇
王
林
寺

調
査
に
は
、「
内
記
不
参
」
と
あ
り
、
広
行
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
ま
た
一
一
月

一
八
日
の
万
福
寺
調
査
に
は
、「
彦
助
一
人
罷
越
」
と
あ
っ
て
、
栗
山
一
人
が
赴
い

た
。

　

一
一
月
一
九
日
、
一
行
は
奈
良
に
向
か
い
、
二
〇
日
よ
り
三
日
間
、
法
隆
寺
の

調
査
に
あ
た
っ
た
。
以
後
信
貴
山
孫
子
寺
・
竜
田
本
宮
・
当
麻
寺
・
橘
寺
・
岡
寺

竜
蓋
寺
・
多
武
峰
護
国
院
・
長
谷
寺
・
三
輪
神
社
・
三
輪
平
等
院
・
大
御
輪
寺
・

釜
口
長
岳
寺
・
普
賢
院
・
布
留
社
・
在
原
寺
・
竜
象
寺
・
東
大
寺
・
般
若
寺
・
興

福
寺
・
一
乗
院
宮
・
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
・
西
大
寺
・
秋
篠
寺
・
高
林
寺
を
巡
っ
た
。

一
二
月
四
日
の
般
若
寺
、
同
月
五
日
の
一
乗
院
宮
、
同
月
六
日
の
薬
師
寺
、
唐
招

提
寺
・
西
大
寺
、
同
月
七
日
の
秋
篠
寺
の
調
査
に
広
行
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。「
住

吉
社
務
津
守
家　

十
二
月
六
日　

内
記
一
人
罷ま

か
り

越こ
し　

摂
津
」
と
あ
る
か
ら
、
広
行

は
大
坂
に
出
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
広
行
は
こ
の
と
き
、
同
じ
住
吉
派
の
津
守

家
を
訪
ね
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
賜
わ
っ
た
と
い
う
六
位
車
網
代
（
網あ

じ
ろ代
車ぐ
る
ま）
を
調

査
し
た
。

　

一
二
月
八
日
、
一
行
は
京
都
に
戻
り
、
以
後
東
寺
・
西
本
願
寺
・
広
隆
寺
・
神

護
寺
・
栂
尾
高
山
寺
・
天
竜
寺
・
本
能
寺
・
等
持
院
・
竜
安
寺
を
巡
っ
た
。
一
二

月
一
〇
日
の
広
隆
寺
は
、
広
行
一
人
で
調
査
し
た
。
広
行
の
最
終
調
査
は
、
一
二

月
一
一
日
の
神
護
寺
、
栂と

が
の
お尾
高
山
寺
で
あ
っ
た
。
広
行
は
、
同
月
一
二
日
以
降
の

栗
山
と
弘
賢
の
調
査
に
加
わ
ら
ず
、
一
足
先
に
江
戸
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

栗
山
と
弘
賢
は
一
二
月
一
五
日
、
等
持
院
、
竜
安
寺
を
詣
で
京
都
を
離
れ
る
が
、

江
戸
へ
の
帰
路
、
同
月
一
九
日
に
尾
張
熱
田
宮
、
二
四
日
に
駿
河
清
見
寺
に
立
ち

よ
っ
た
。
熱
田
宮
に
「
夜4

内
記
不
参
」
と
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
夜
と
明
記
し
て
い
る

か
ら
、
帰
路
別
行
動
を
と
っ
た
広
行
は
、
日
中
一
時
合
流
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

広
行
、
栗
山
、
弘
賢
は
、
ほ
ぼ
三
か
月
の
調
査
を
お
え
、
一
二
月
末
に
江
戸
に
戻
っ

た
。
翌
月
（
寛
政
五
年
正
月
）、
幕
府
は
、
賢
聖
障
子
の
一
件
に
対
し
褒
美
を
与
え

た
。『
続
徳
川
実
紀
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

儒
臣
柴
野
彦
助
賢
聖
画
像
調
た
り
し
を
褒
せ
ら
れ
黄
金
二
枚
を
賜
ひ
。
同
じ

事
に
よ
り
住
吉
内
記
慶
舟
銀
五
十
枚
を
賜
ふ
。

　

柴
野
栗
山
や
広
行
の
み
な
ら
ず
、
慶
舟
（
桂
舟
）
こ
と
、
広
行
の
父
で
土
佐
派

の
画
家
板
谷
広ひ

ろ

当ま
さ

も
褒
賞
を
賜
っ
た
。
す
る
と
広
当
は
、
息
子
広
行
の
賢
聖
障
子

画
制
作
に
助
言
協
力
な
ど
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

広
行
ら
の
諸
社
寺
の
什
物
調
査
は
、
現
地
の
み
な
ら
ず
江
戸
帰
着
後
も
続
け
ら

れ
た
。『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
の
凡
例
に
、

一
、
此
度
写
取
候
分
者
、
三
角
印
付
置
候
。
但
先
達
而
御
写
有
之
候
品
も
、

格
別
見
事
ニ
相
見
候
物
者
、
為
御
見
合
、
猶
又
写
取
儀
も
有
之
候
。

一
、
御
取
寄
に
も
相
成
可
申
と
奉
存
候
品
者
、
丸
印
付
置
申
候
。

と
あ
る
。
現
地
で
写
し
と
っ
た
什
宝
は
三
角
印
を
つ
け
、
さ
ら
に
江
戸
に
取
り
よ

せ
る
も
の
に
は
丸
印
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
三
角
印
が
二
三
〇
点
、
丸
印
が

一
六
三
点
も
あ
り
、
三
角
印
丸
印
両
方
を
つ
け
た
も
の
は
、
比
較
的
絵
画
作
品
が

多
い
。
現
場
で
写
し
と
っ
た
が
、
さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
江
戸
で
正
確
に
臨
模
検

証
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
四
年
の
広
行
、
栗
山
、
弘
賢
の
上
京
は
、
賢
聖
障
子
の
検
証
と
同
時
に
、『
集

古
十
種
』
編
纂
の
た
め
の
旅
行
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
、
寛
政
六
年
の
文
晁

　

寛
政
六
年
春
、
谷
文
晁
は
感
応
寺
で
展
示
会
を
開
い
た
。
谷
中
の
感
応
寺
は
、

日
蓮
上
人
の
開
山
に
よ
る
日
蓮
宗
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
年
間
に
天
台
宗
に
改
ま
り
、

幕
末
に
天
王
寺
と
改
名
さ
れ
た
。
境
内
に
花
木
が
多
く
、
看か

ん

花か

の
客
で
混
雑
し
、

そ
の
た
め
富と

み

興
行
で
有
名
で
あ
っ
た
。
文
晁
は
、
北
山
寒
巌
ら
と
と
も
に
展
示
作

品
を
縮
写
し
、『
書
画
甲
観
』
と
し
て
上
梓
し
た
。
巻
頭
序
文
の
文
晁
の
書
画
甲
観

縁
起
を
み
る
と
、
出
版
に
至
る
経
過
が
わ
か
る
。

寛
政
甲
寅
花
朝
後
七
日
、
晁
于
感
応
精
舎
、
広
請
名
家
之
秘
蔵
、
旁
徴
友ゆ

う

朋ほ
う

之
筺
、
法
書
名
画
、
銘
心
絶
品
、
駢
な
ら
び

集
展て
ん

攤た
ん

従
観
評
賞
、
維こ
れ

適
季
春
之
月
、
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天
朗
気
和
、
賞
心
楽
事
、
遠
慕
蘭
亭
之
勝
会
、
清せ
い

晨し
ん

美
景
、
同
心
蓋
簪
聊
、

擬
西
園
之
雅
集
於
是
、
乞
名
流
高
手
、
映
臨り

ん

搨と
う

影
、
克こ
く

肖し
ょ
う

逼
真
、
縮
成
副
本
、

又
雑
拙せ

っ

作さ
く

併
附
九
鶴
、
生
鋟
版
成
、
贈
四
方
之
同
好
、
更
求
遺い

逸い
つ

、
以
謀
続
集
、

因
書
縁
起
如
此
。

　
　

甲
寅
孟
夏
二
日　
　
　
　

谷
文
晁

　

文
晁
は
「
花
朝
」
二
月
一
五
日
の
「
後
七
日
」、つ
ま
り
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

二
月
二
二
日
、
諸
家
友
人
の
所
蔵
す
る
真
筆
古
画
を
出
品
請
求
し
、
感
応
寺
で
展

示
会
を
催
し
た
。
春
の
展
示
に
相
応
し
く
晴
れ
て
の
ど
か
な
日
で
、
蘭
亭
の
勝
会

を
慕
い
、
西
園
の
雅
集
に
な
ぞ
ら
え
楽
し
ん
だ
。
そ
の
さ
い
名
人
の
手
を
ま
ね
て

臨
写
し
、
そ
れ
ら
は
迫
真
的
な
作
品
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
縮
写
図
を
副
本
（『
書
画

甲
観
』）
と
し
、さ
ら
に
自
ら
の
拙
い
作
品
を
加
え
九
羽
の
鶴
も
描
き
入
れ
た
。『
書

画
甲
観
』
を
同
好
の
士
に
配
布
す
る
が
、
も
れ
た
作
品
や
知
ら
な
い
作
品
が
あ
っ

た
ら
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
文
晁
は
そ
れ
ら
の
作
品
を
加
え
、『
書
画
甲
観
』

の
続
刊
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
の
夏
、
文
晁
は
江
戸
よ
り
白
河
に
向
か
っ
た
。
前
年
将
軍
補
佐
役
、
老

中
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
松
平
定
信
は
、
白
河
へ
の
帰
藩
が
許
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

寛
政
六
年
六
月
一
一
日
に
江
戸
を
立
ち
、
文
晁
、
余よ

語ご

克か
つ

俊と
し

（
北
門
）、
石
井
恒
右

衛
門
ら
が
扈
従
し
た
。

　

六
月
一
二
日
、
一
行
が
小
山
に
着
い
た
と
き
、『
退
閑
雑
記
』
に
よ
る
と
、
好
古

癖
の
文
晁
は「
思
川
の
つ
ゝ
み
よ
り
堀
出
し
た
陶
器
」、ま
た
天
王
院
の
古
文
書
、兜
、

軍
扇
な
ど
す
べ
て
を
模
写
し
た
。
ま
た
翌
一
三
日
に
は
、
小
金
井
の
慈
眼
寺
で
山

門
扁
額
を
模
写
し
よ
う
と
す
る
が
、
移
動
困
難
の
た
め
断
念
し
た
。

　

一
方
、余
語
克
俊
は
、一
二
日
に
乙
女
村
の
泉
龍
寺
山
門
扁
額
の
模
写
を
申
し
で
、

一
三
日
に
は
宇
都
宮
の
清
厳
寺
鉄
碑
を
摺
り
写
し
た
。
文
晁
、
余
語
は
道
中
の
古

物
を
模
写
し
つ
つ
、
六
月
一
六
日
白
河
に
着
い
た
。

　

白
河
で
生
活
し
て
か
ら
二
か
月
後
、
文
晁
は
松
島
へ
出
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

松
平
定
信
は
、
毎
年
塩
釜
明
神
に
家
臣
を
代
参
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
年
は
鵜
飼

貴
重
が
参
詣
の
任
に
あ
た
り
、「
八
月
十
五
夜
の
月
を
松
島
に
て
見
た
き
と
い
ふ
」

文
晁
も
同
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
一
〇
日
、
文
晁
は
白
河
を
出
立
し
、
奥
州
街
道
北
上
、
須
賀
川
、
福
島
、

白
石
、
仙
台
を
経
て
八
月
一
五
日
に
塩
釜
に
着
い
た
。
翌
日
塩
釜
明
神
を
参
拝
し
、

そ
の
夜
、
神
官
藤
塚
知
明
と
観
月
に
浸
っ
た
。
文
晁
は
挿
図
入
り
の
『
松
島
日
記
』

（
松
島
絵
日
記
）
を
著
す
が
、
こ
の
中
の
《
法
蓮
寺
勝
画
楼
眺
望
図
》
は
、
満
月
下

の
松
島
湾
支
湾
風
景
図
で
観
月
の
様
子
を
描
く
。
文
晁
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

す
で
に
松
島
を
訪
れ
、《
塩
釜
松
島
図
巻
》
を
上
木
し
て
い
た
。
今
回
の
塩
釜
観
月

会
で
は
、
興
に
乗
じ
て
笙
や
笛
を
演
じ
と
あ
る
か
ら
、
文
晁
は
先
の
松
島
旅
行
の

思
い
出
な
ど
も
話
し
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
文
晁
は
松
島
へ
行
き
、
瑞
巌
寺
を
見
学
、
北
上
し
て
二
一
日
に
中
尊

寺
金
色
堂
、
二
二
日
に
毛
越
寺
へ
行
き
、
こ
れ
よ
り
ひ
き
返
し
て
古
川
、
仙
台
に

向
か
っ
た
。『
松
島
日
記
』
は
、
仙
台
城
下
の
玄
関
口
で
あ
る
増
田
駅
（
名
取
市
）

の
八
月
二
四
日
の
記
述
を
も
っ
て
終
わ
る
。
日
記
の
奥
書
か
ら
、
寛
政
六
年
九
月
、

文
晁
は
仙
台
に
い
た
と
わ
か
る
。
お
よ
そ
一
か
月
の
旅
行
中
、
文
晁
は
笠
島
神
社
、

塩
釜
祠
堂
な
ど
の
風
景
図
、
仏
像
・
彫
刻
・
碑
、
動
植
物
、
民
間
の
生
活
用
具
な

ど
を
写
生
し
た
。

　

文
晁
の
《
陸
奥
七
奇
》
は
、
残
念
な
が
ら
写
真
で
見
た
の
み
で
あ
る
が
、
多
賀

城
古
瓦
、
塩
釜
明
神
鉄
燈
銘
、
鎮
守
府
古
瓦
、
田
村
庄
土
中
所
得
鏃
、
宮
城
野
萩
花
、

安
積
沼
花は

な

嘉か

都つ

美み

、
鳥
の
七
奇
が
見
ら
れ
、「
寛
政
甲
寅
（
六
年
）
冬
十
一
月
写
記
」

と
款
記
さ
れ
る
。
す
べ
て
奥
州
の
古
物
や
動
植
物
で
あ
る
。
植
物
の
二
点
は
『
松

島
日
記
』
の
挿
図
に
あ
り
、
塩
釜
明
神
鉄
燈
銘
は
『
集
古
十
種
』
鐘
銘
に
記
載
さ

れ
る
。
す
る
と
文
晁
の
松
島
観
月
旅
行
に
は
、『
集
古
十
種
』
た
め
の
古
物
探
索
も

兼
ね
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

文
晁
は
松
島
観
月
旅
行
の
さ
い
、『
松
島
日
記
』
の
ほ
か
に
奥
州
各
地
の
風
景
写

生
図
も
描
い
た
。
標
題
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
《
奥
州
風
景
写
生
図
》
と
か
《
東

北
地
方
写
生
図
》
な
ど
と
い
わ
れ
、
安
達
か
ら
平
泉
ま
で
の
真
景
図
に
よ
る
紙
本

墨
画
の
画
巻
で
あ
る
。
巻
末
に
、「
甲
寅
冬
日
写
畢
」
と
あ
り
、
文
晁
が
、
寛
政
六

年
冬
に
白
河
で
完
成
さ
せ
た
作
品
と
わ
か
る
。
後
述
す
る
木
村
謙
次
の
紀
行
集『
小
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峰
城
逆
旅
偶
筆
』
に
、「
谷
文
晁
子
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
奥
州
の
名
勝
を
遊
覧
せ
し
め
、

こ
れ
を
悉
く
図
絵
せ
し
め
ら
る
、
高
館
秀
衡
の
旧
跡
ま
で
至
れ
り
と
云
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
文
晁
の
《
奥
州
風
景
写
生
図
》
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
松
平
定
信
は
、

奥
州
名
勝
の
真
景
図
を
描
く
よ
う
文
晁
に
命
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
晁
が
白
河
に
来
た
と
き
、
白
河
城
三
の
丸
の
庭
園
・
三
郭
四
園
は
造
園
中
で

あ
っ
た
。
三
郭
四
園
は
回
遊
式
庭
園
で
、
月
池
と
亭
子
な
ど
の
西
園
、
池
泉
太
清

沼
と
茶
室
な
ど
の
南
園
、
湖
と
茶
亭
な
ど
の
東
園
か
ら
な
っ
た
。
西
・
南
・
東
園

の
う
ち
最
初
に
造
園
さ
れ
た
の
が
、
三
の
丸
御
殿
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
た
南
園

で
あ
り
、
寛
政
六
年
に
作
庭
さ
れ
た
。

　

文
晁
は
、南
園
を
描
い
た
。《
楽
翁
公
下
屋
敷
真
景
図
》と
い
う
紙
本
墨
画
で
、「
甲

寅
冬
十
月
写　

於
小
峰
山
房
」
と
款
記
さ
れ
る
。
こ
の
真
景
図
は
、
背
景
に
那
須

連
山
が
描
か
れ
る
か
ら
、
西
を
向
き
南
園
を
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
亭て

い

榭し
ゃ

・
滝
・

橋
な
ど
が
見
ら
れ
広
大
な
苑
地
と
わ
か
る
。
南
園
に
は
三
十
有
余
の
景
勝
地
が
あ

り
、
文
晁
は
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
景
色
を
描
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、《
楽
翁
公
下
屋

敷
真
景
図
》
は
、
景
勝
図
の
下
絵
の
一
枚
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
晁
は
、
小
峰
山
房
で
余
念
な
く
制
作
に
邁
進
し
た
。
冬
枯
れ
の
林
と
背
後
に

鋭
く
そ
び
え
立
つ
雪
山
を
と
ら
え
た
《
雪
景
山
水
図
》（
栃
木
県
立
美
術
館
蔵
）
は
、

「
甲
寅
孟
冬
写
於
小
峰
山
房
」
と
あ
り
、
寛
政
六
年
十
月
に
小
峰
山
房
で
制
作
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
《
松
島
雨う

霽せ
い

図
》（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
も
、「
乙
卯
（
寛
政
七
年
）

春
日
写
於
小
峰
山
房
」
と
款
記
さ
れ
、
文
晁
の
工
房
小
峰
山
房
で
の
制
作
で
あ
る
。

前
景
に
瑞
巌
寺
と
家
並
、
遠
景
に
金
華
山
を
と
ら
え
、
雨
あ
が
り
の
松
島
風
景
を

描
く
。文
晁
は
、寛
政
六
年
の
松
島
旅
行
を
思
い
出
し
つ
つ
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
《
松
島
暁
景
図
》
も
、
松
島
で
の
体
験
を
思

い
つ
つ
制
作
し
た
墨
画
と
い
え
よ
う
。

　

文
晁
の
白
河
で
の
滞
在
六
か
月
後
、
寛
政
六
年
一
一
月
、
常
陸
出
身
の
北
辺
探

検
家
木
村
謙
次
が
文
晁
を
訪
問
し
た
。
木
村
謙
次
は
、
名
を
謙
、
字
を
子
虚
、
号

を
醉
古
と
い
い
、『
小
峰
城
逆
旅
偶
筆
』
を
著
し
白
河
で
の
見
聞
を
書
き
と
め
た
。

　

木
村
は
、
寛
政
六
年
一
一
月
九
日
に
白
河
に
入
り
、
翌
一
〇
日
新
倉
町
の
医
師

芳
賀
知
三
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と
六
日
間
、
そ
の
間
白
河
藩
士
の
関
戸

衛
守
や
谷
文
晁
ら
と
会
っ
た
。『
小
峰
城
逆
旅
偶
筆
』
に
、

谷
文
五
郎
等
ヲ
訪
ヒ
、
谷
子
ノ
画
ヲ
乞
ヒ
、
シ
バ
シ
バ
叩
尋
シ
、
披
懐
旧
知

ノ
如
シ
。

と
あ
る
。「
披ひ

懐か
い

」
と
あ
る
か
ら
、
両
人
は
胸
襟
を
ひ
ら
き
打
ち
と
け
た
。
そ
こ
で

文
晁
は
、
白
河
周
辺
の
古
物
探
索
を
勧
め
、
木
村
は
一
一
月
一
五
日
に
白
河
を
出
、

近
く
の
安あ

さ
か積

地
方
の
碑
や
鐘
鼎
を
調
べ
た
。
白
河
に
戻
っ
た
の
は
、
同
月
二
五
日

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
木
村
は
文
晁
を
訪
ね
る
ば
か
り
か
、
白
河
藩
士
で
俳
人
の

玉
生
忠
八
（
普
江
）、
関
戸
衛
守
ら
と
閑
談
し
た
の
で
あ
る
。

　

木
村
は
、
文
晁
の
弟
子
亜
欧
堂
田
善
に
つ
い
て
興
味
あ
る
報
告
を
し
て
い
る
。

今
年
御
抱
ニ
長
崎
人
石
井
常
衛
門
（
恒つ

ね
え
も
ん

右
衛
門
）
ト
云
人
有
。
玉
生
忠
八
ナ

ド
門
人
ナ
リ
。
天
学
ハ
浅
井
四
郎
衛
門
ト
云
人
御
抱
ト
ナ
リ
、
当
時
白
川
ヱ

下
リ
往
ス
、
須
賀
川
駅
紺
屋
善
吉
永
田
年

四
十
位

里
数
土
圭
ヲ
見
取
造
レ
リ
。
画
ヲ
好
ミ

谷
文
晁
ヲ
師
ト
シ
テ
、
近
比
両
刀
ヲ
ユ
ル
サ
レ
、
扶
持
ヲ
賜
リ
、
画
ヲ
習
ベ

キ
ト
ノ
命
ナ
リ

　

石
井
恒
右
衛
門
は
、
馬ば

田だ

家
の
養
子
と
な
っ
て
馬
田
清
吉
と
称
し
た
阿
蘭
陀
通

詞
で
あ
る
。
長
崎
に
遊
学
し
た
大
槻
玄
沢
が
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
三
月
江

戸
に
帰
る
さ
い
、
玄
沢
に
同
行
し
て
江
戸
に
出
た
。
柳
生
肥
前
守
の
邸
に
い
た
石

井
は
、
寛
政
四
年
定
信
に
禄
仕
し
た
。
江
戸
で
の
石
井
は
、
稲
村
三
伯
や
宇
田
川

玄
随
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
た
が
、
三
伯
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ハ
ル
マ
著
『
蘭

仏
辞
典
』（F. H

alm
a

:
W

oordenboek der N
ederduitsche en Fransche Ta-

alen

）
の
訳
稿
を
依
頼
さ
れ
た
。
蘭
日
辞
典
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
三
伯
は
、

師
玄
沢
所
蔵
の
辞
典
を
借
り
て
の
依
頼
で
あ
り
、
背
後
に
玄
沢
の
口
添
え
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

石
井
恒
衛
門
（
庄
助
）
は
、『
蘭
仏
辞
典
』
の
翻
訳
を
白
河
で
お
こ
な
う
ば
か
り

か
、
藩
校
立
教
館
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
玉
生
忠
八
は
受
講
し

た
一
人
で
あ
っ
た
。
石
井
の
辞
典
訳
稿
を
も
と
に
、
三
伯
や
宇
田
川
玄
真
ら
が
校

訂
編
纂
し
、
寛
政
八
年
二
月
一
八
日
完
成
さ
せ
た
の
が
『
波ハ

留ル

麻マ

和
解
』
で
あ
り
、
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わ
が
国
最
初
の
蘭
日
辞
典
で
あ
っ
た
。

　

立
教
館
で
蘭
学
を
講
じ
た
の
は
、
石
井
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
浅
井
四
郎
右
衛

門
（
政
礼
）
も
天
文
学
を
教
え
た
。
板
沢
武
雄
氏
に
よ
る
子
爵
松
平
定
晴
所
蔵
書

調
査
に
よ
る
と
、
定
信
は
次
の
よ
う
な
蘭
書
を
所
有
し
て
い
た
。

G
ronden der starrenkunde, gelegde in het Zonnestelzel bevatlijk ge-

m
aakt ; in eene beschryving van ’t M

aaksel en G
ebruik der nieuw

e 

H
em

el - en A
ard

-G
loben ; en in ’t G

ebruik deezer G
loben ter oploss-

ing der klootsche D
riehoeken en klootsche W

erkstukken der Starren-

kunde.

　
「
天
文
学
基
礎
、
新
天
球
・
地
球
両
儀
の
製
作
並
び
に
使
用
の
記
述
で
、
ま
た
天

文
学
の
球
形
切
断
三
角
面
並
び
に
球
形
問
題
に
た
い
し
、
こ
の
両
儀
の
使
用
法
を

わ
か
り
や
す
く
述
べ
る
」
と
訳
せ
る
。
逐
語
訳
し
た
の
は
、
こ
れ
自
体
が
独
立
し

た
書
で
な
く
、
新
製
天
球
・
地
球
両
儀
に
付
け
ら
れ
た
製
作
・
使
用
法
の
説
明
書

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
七
七
一
年
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
ク
リ
ピ
ン
ク
と
ハ
ル
ト
マ
ン
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
原
本
は

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
が
販
売
し
た
天
・
地
球
儀
に
添
え
た
英
書
で
あ
っ
た
。
定

信
は
、
ヤ
コ
ブ
・
プ
ロ
ー
ス
（Jacob P

loos

）
の
蘭
訳
本
を
所
持
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

定
信
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
良
永
に
こ
の
蘭
書
の
翻
訳

を
命
じ
た
。
良
永
は
、
一
年
あ
ま
り
を
か
け
て
翻
訳
し
、
寛
政
五
年
に
『
星
術
本

原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
と
い
う
訳
題
で
幕
府
に
献
上
し
た）

2
（

。

　

浅
井
礼
政
は
、
定
信
に
戻
さ
れ
た
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球

用
法
記
』
を
漢
訳
し
、『
読
翻
訳
蘭
製
球
書
』
七
巻
と
し
た
。
こ
れ
も
定
信
の
命
に

よ
る
漢
文
体
の
書
で
あ
る
が
、
板
沢
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「
立
教
館
図
書
印
」
が

捺
さ
れ
、
各
巻
に
「
日
本　

白
川　

物
礼
政
奉
君
命
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い

う）
3
（

。
浅
井
が
立
教
館
で
講
じ
た
の
も
、
こ
の
漢
訳
書
に
よ
る
天
文
学
で
あ
っ
た
。

　

先
の
『
小
峰
城
逆
旅
偶
筆
』
で
、
亜
欧
堂
田
善
（
永
田
善
吉
）
が
「
里
数
土
圭

ヲ
見
取
造
レ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
学
・
暦
学
に
必
須
の
浅
井
の

算
術
的
知
識
を
借
り
て
の
製
作
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
両
刀
ヲ
ユ
ル
サ
レ
、
扶
持
ヲ
賜
リ
画
ヲ
習
ベ
キ
ト
ノ
命
」
を
受
け
た
亜
欧
堂
田

善
は
、
寛
政
六
年
冬
白
河
城
下
に
お
り
、
文
晁
に
師
事
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
そ

れ
よ
り
数
か
月
前
、
田
善
は
領
内
巡
視
中
の
定
信
に
絵
画
技
量
を
認
め
ら
れ
、
随

従
し
て
い
た
文
晁
の
も
と
で
学
ぶ
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
岩
瀬
郡
須
賀
川

で
田
善
と
出
会
っ
た
文
晁
は
、
手
控
画
帳
と
も
い
え
る
『
画
学
斎
過
眼
図
藁
』
に

田
善
の
肖
像
を
描
き
、「
奥
州
須
賀
川
駅
永
田
善
吉
（
田
善
）
対
真
如
此　

甲
寅
秋

日
写
也
」
と
款
記
し
た
。
対
真
と
あ
る
か
ら
、
四
七
歳
の
田
善
を
向
き
あ
っ
て
描

い
た
の
で
あ
る
。

　

郷
里
須
賀
川
を
す
ぐ
に
去
っ
て
、
白
河
に
移
っ
た
田
善
は
、
文
晁
か
ら
西
洋
画

法
を
学
び
つ
つ
、
石
井
恒
右
衛
門
と
接
し
た
と
思
わ
れ
る
。
田
善
は
の
ち
に
簡
単

な
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
が
、
蘭
学
の
最
初
の
師
は
、
恒
右
衛
門
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。

三
、
寛
政
八
年
の
文
晁

（
一
）　
畿
内
の
訪
古
探
勝

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
文
晁
の
活
動
を
知
る
に
は
、
文
晁
の
『
過
眼
録
』、

写
本
の
『
大
和
巡
画
日
記
』、
広
瀬
典
の
『
有
方
録
』
な
ど
が
必
見
と
な
る
。『
過

眼
録
』
は
、
林
若
樹
氏
が
、
寛
政
八
年
か
ら
文
化
四
年
ま
で
の
も
の
を
所
有
さ
れ

た
が
、
現
在
は
所
存
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
八
、九
年
の
分
は
、

周
知
の
よ
う
に
『
集
古
会
誌
』、『
集
古
』
に
一
九
一
二
年
九
月
よ
り
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
も
復
刻
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
寛
政
八
年
文
晁
の
必
須
資
料
で
あ
る
か
ら
、
以
下
の
活
動
調
査
も
先

達
の
記
述
と
一
部
重
複
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

寛
政
八
年
五
月
二
八
日
、
文
晁
は
藩
主
定
信
の
命
を
受
け
、
畿
内
の
諸
社
寺
什

宝
の
調
査
に
で
か
け
た
。
こ
の
と
き
弟
子
の
喜
多
武
清
を
連
れ
、
白
河
藩
儒
者
で

昌
平
黌
で
学
ん
で
い
た
広
瀬
典
も
加
わ
り
、
一
行
は
江
戸
を
立
っ
た
。
広
瀬
典
は
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字
を
以
寧
、
通
称
台
八
、
蒙
斎
と
号
す
。
京
都
で
文
晁
と
別
れ
て
長
崎
に
向
か
い
、

各
地
を
長
年
遊
学
し
た
ば
か
り
か
、
白
河
藩
立
教
館
学
頭
と
な
っ
て
藩
政
に
も
か

か
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

一
行
は
六
月
一
日
館
林
、
三
日
太
田
、
四
日
高
崎
、
妙
義
山
に
登
り
、
八
日
諏
訪
、

九
日
塩
尻
、
中
津
川
、
岐
阜
、
大
垣
を
経
て
十
六
日
守
山
、
十
七
日
に
京
都
に
至
っ

た
。
中
山
道
を
通
っ
て
の
西
上
で
あ
っ
た
。

　

京
都
の
最
初
の
調
査
と
日
付
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
徳
寺
に
赴
い
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。『
過
眼
録
』
は
、
六
月
二
四
日
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

六
月
二
四
日
、
栂
尾
高
山
寺
に
行
く
。
文
晁
は
、
明
恵
上
人
再
興
の
真
言
宗
高

山
寺
の
什
宝
で
あ
る
明
恵
上
人
筆
文
珠
種
子
曼
茶
羅
、
春
日
曼
茶
羅
・
能
野
曼
茶

羅
な
ど
十
数
点
を
見
た
。
そ
の
中
に
「
鳥
羽
僧
正
筆
戯
筆　

四
軸
」
と
あ
り
、
末

尾
に
「
廿
四
日
同
観
橋
本
肥
後
守
・
田
中
訥
言
・
成
瀬
正
胤
、
此
日
鳥
羽
僧
正
戯

三
巻
文
晁
・
訥
言
・
正
胤
暮搴
」
と
あ
る
。
橋
本
肥
後
守
は
、
京
都
梅
宮
の
神
宮
で

肥
後
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
経つ
ね

亮す
け

で
あ
り
、
有
職
故
実
に
詳
し
く
和
歌
を
愛
し
た
国
学

者
で
あ
る
。
田
中
訥と

つ

言げ
ん

は
、
京
都
の
土
佐
派
の
画
家
で
、
寛
政
年
間
初
め
御
所
造

営
の
さ
い
、
禁
裏
の
障
壁
画
制
作
に
参
画
し
て
い
た
。
成
瀬
正
胤
は
京
都
の
絵
師

と
思
え
る
が
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

　

戯
画
は
、平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
め
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
白
描
戯
画
絵
巻
《
鳥

獣
戯
画
》
を
さ
す
。
甲
乙
丙
丁
の
四
巻
か
ら
な
る
。「
戯
三
巻
文
晁
・
訥
言
・
正
胤

暮搴
」
と
あ
る
の
は
、
甲
乙
丙
三
巻
を
臨
模
し
、
粗
雑
な
描
写
の
丁
巻
を
省
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

六
月
二
五
日
、
文
晁
は
黒
谷
、
真
如
堂
、
保
科
寺
、
下
加
茂
社
を
巡
る
。

　

同
月
二
六
日
、
誓
願
寺
に
赴
く
。

　

同
月
二
七
日
、
円
山
主も

ん
ど水
、
岐
阜
八
郎
兵
衛
、
沢
五
竜
ら
と
智
恩
院
へ
赴
く
。

そ
の
後
「
呉
月
渓
」
こ
と
松
村
呉
春
が
加
わ
り
、
大
仏
の
妙
法
院
宮
什
宝
を
見
学
。

さ
ら
に
相
国
寺
に
向
か
っ
た
。
円
山
主
水
は
、
す
で
に
没
し
た
応
挙
で
な
く
、
息

子
の
円
山
応お

う

瑞ず
い

で
あ
る
。
月
渓
は
四
条
派
の
始
祖
呉
春
の
号
で
あ
る
。

　

七
月
二
日
、
相
国
寺
の
塔
頭
光
源
院
に
向
か
う
。

　

同
月
三
日
、
青
木
春し
ゅ
ん

塘と
う

宅
に
て
、
大
雅
堂
の
山
村
馬
市
図
、
祇ぎ

林り
ん

春
景
図
を
見

学
す
。
春
塘
は
、
画
家
青
木
夙し

ゅ
く

夜や

で
あ
る
。
伊
勢
松
坂
か
ら
京
都
に
出
、
池
大
雅

に
学
ん
で
山
水
画
に
長
じ
た
。
大
雅
没
後
、
二
世
大
雅
堂
を
名
の
り
東
山
の
大
雅

堂
に
住
し
た
か
ら
、
文
晁
は
こ
の
日
、
東
山
に
足
を
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

同
月
四
日
、
建
仁
寺
の
正
伝
院
、
両
足
院
を
巡
る
。
琴
碁
書
画
図
や
花
鳥
図
な

ど
を
見
学
。

　

同
月
五
日
、
高
台
寺
に
行
き
、
什
宝
十
六
羅
漢
図
十
六
幅
を
見
学
。
夜
、
萩
野

左
衛
門
宅
に
行
く
。

　

同
月
六
日
、
北
野
社
に
行
き
、
同
社
の
縁
起
絵
巻
な
ど
を
見
学
。
そ
の
後
、
佐

野
少
進
が
加
わ
り
天
竜
寺
・
妙
智
院
を
巡
り
、
さ
ら
に
三
秀
院
に
向
か
う
。
妙
智

院
の
策
彦
和
尚
像
一
幅
は
、
の
ち
に
江
戸
に
送
ら
れ
て
臨
模
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
に
載
る
。

　

同
月
一
三
日
、
大
徳
寺
竜
光
院
、
総
見
院
、
聚
光
院
、
方
丈
、
大
仙
院
、
六
条

道
場
を
巡
る
。『
過
眼
録
』
で
は
、
大
徳
寺
の
什
宝
五
十
数
点
を
あ
げ
る
。
な
か
で

も
竜
光
院
の
牧
渓
筆
栗
柿
二
幅
、
総
見
院
の
牧
渓
筆
猿
猴
、
方
丈
の
牧
渓
筆
三
幅
、

中
に
観
音
・
左
右
に
竜
虎
の
大
幅
と
猿
鶴
の
二
幅
は
、『
集
古
十
種
』
の
名
物
古
画

に
掲
載
さ
れ
る
。
方
丈
の
牧
渓
の
五
点
に
つ
い
て
は
、「
世
伝
云
五
幅
対
牧
渓
云
々
」

と
あ
る
。
そ
の
後
円
山
応
瑞
宅
、
茶
人
の
千
元
質
宅
に
て
絵
画
や
千
利
休
木
像
な

ど
を
鑑
賞
す
る
。

　

同
月
一
五
日
、本
法
寺
、南
禅
寺
に
赴
く
。
南
禅
寺
什
宝
と
し
て
二
十
数
点
あ
げ
、

そ
の
う
ち
「
半
窓
疎そ

而う　

幽
谷
潜
竜
」
と
款
記
さ
れ
た
趙
子
周
筆
墨
竹
二
幅
は
、『
集

古
十
種
』
の
名
物
古
画
に
載
る
。

　

同
月
一
六
日
、
橋
本
経つ

ね

亮す
け

と
五
条
八
幡
へ
行
き
、
つ
い
で
木
下
弥
一
兵
衛
と
永

観
堂
什
宝
を
見
る
。
ま
た
藤
叔
蔵
の
持
参
し
た
十
二
類
絵
暮搴
本
を
見
る
。

　

同
月
一
八
日
、
石
山
寺
へ
行
き
、
同
寺
の
縁
起
絵
巻
、
密
巌
僧
正
の
家
蔵
品
を

見
る
。
つ
い
で
東
寺
宝
菩
提
院
に
行
く
。

　

同
月
二
〇
日
、
三
井
寺
観
音
堂
、
本
能
寺
を
巡
る
。

　

同
月
二
一
日
、
橋
本
経
亮
よ
り
届
い
た
北
野
新
縁
起
六
巻
を
見
る
。
お
そ
ら
く
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同
日
、
京
都
寺
町
通
り
の
堺
屋
長
左
衛
門
の
所
蔵
品
四
十
点
あ
ま
り
を
鑑
賞
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

同
月
二
五
日
、
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
、
升
屋
平
右
衛
門
を
訪
ね
る
。『
蒹
葭
堂
日

記
』
に
、「
谷
文
晁
始
来　

廿
五
日　

江
戸
谷
文
五
郎
弟
子
喜
多
栄
之
介
森
川
同
伴

来
」
と
あ
る
。「
始
来
」
と
あ
る
か
ら
、
文
晁
の
蒹
葭
堂
訪
問
は
、
寛
政
八
年
七
月

二
五
日
が
最
初
で
あ
っ
た
。

　

同
月
二
七
日
、
升
屋
平
右
衛
門
宅
を
再
訪
す
。
平
右
衛
門
は
、
大
坂
の
豪
商
山

片
重
芳
で
あ
る
。
升
屋
は
仙
台
藩
の
御
用
商
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
平
右
衛
門
は
寛

政
七
年
、
仙
台
に
下
向
し
、
こ
の
と
き
日
記
『
旅
譚
』
を
記
し
た
。
平
右
衛
門
は
、

仙
台
で
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
江
戸
で
大
槻
玄
沢
や
司
馬
江
漢
と
蘭

学
の
話
に
興
じ
、
五
月
八
日
に
「
白
川
侯
ノ
別
業
ニ
招
カ
ル
」
と
あ
る
。
定
信
と

知
友
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
、文
晁
を
し
て
升
屋
を
訪
ね
さ
せ
た
、と
思
わ
れ
る
。

　

同
月
二
八
日
、
蒹
葭
堂
を
訪
ね
る
。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
、「
廿
八
日
昼
過
谷
文

五
郎　

終
日
談
話
」
と
あ
る
。

　

同
月
二
九
日
、
直
指
庵
を
訪
ね
、
中
寺
町
大
通
寺
の
御
開
帳
を
見
学
。

　

閏
七
月
二
日
、
蒹
葭
堂
を
訪
ね
る
。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
、「
二
日　

谷
文
五
郎　

森
川
来
」
と
あ
る
。

　

同
月
三
日
、
西に

し

渠み
ぞ

甚
兵
衛
宅
、
紙
屋
鈴
木
治
三
郎
宅
、
油
屋
春
岳
川
崎
屋
太
郎

左
衛
門
宅
を
訪
れ
る
。

　

同
月
四
日
、
瓦
町
の
西
村
庄
兵
衛
宅
に
て
所
蔵
兵
器
類
を
中
井
淵
蔵
と
見
学
す
。

　

同
月
六
日
、
蒹
葭
堂
宅
、
浜
田
希
庵
宅
に
行
く
。
浜
田
希
庵
は
、
号
を
杏
堂
、

大
坂
の
医
者
で
画
を
好
み
山
水
花
卉
画
を
能
く
し
た
。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
、「
谷

文
五
郎　

中
食　

森
川
同
伴　

三
井
元
孺
雅
会
行　

玉
堂
文
晁
等
出
会　

四
ツ
過

帰
」
と
あ
る
。
文
晁
は
三
井
元げ

ん

孺じ
ゅ

の
雅
会
で
浦
上
玉
堂
を
知
っ
た
。

　

同
月
二
二
日
、「
谷
文
五
郎　

森
川
同
伴
出
立
迎
申
候
」
と
あ
る
。

　

同
月
二
四
日
、「
谷
文
五
郎　

喜
多
栄
之
介
同
伴
暇
乞
来
」
と
『
蒹
葭
堂
日
記
』

に
あ
る
。

　

西
遊
す
る
文
人
墨
客
の
な
か
で
、
蒹
葭
堂
を
訪
問
し
な
い
者
は
ま
ず
み
ら
れ
ず
、

文
晁
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
蒹
葭
堂
は
酒
造
を
業
と
し
、
画
詩
煎
茶
な
ど
を
好

ん
だ
文
人
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
万
巻
の
和
漢
洋
の
書
籍
の
み
な
ら
ず
、書
画
・
古
銭
・

草
木
・
地
図
・
魚
貝
な
ど
を
所
有
し
た
。
好
事
好
古
の
癖
の
あ
る
文
晁
に
と
っ
て
、

蒹
葭
堂
の
所
蔵
物
は
驚
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
文
晁
は
、
蒹
葭
堂
訪
問
の
さ
い
、
よ

く
「
森
川
同
伴
」
と
あ
る
。
森
川
は
、
大
坂
の
画
家
森
川
竹
窓
で
あ
る
。
古
法
帖

を
学
び
、
南
画
を
能
く
し
、
と
り
わ
け
竹
画
を
得
意
と
し
た
。
天
保
元
年
、
六
八

歳
で
没
し
て
い
る
。
文
晁
は
閏
七
月
二
四
日
、
蒹
葭
堂
に
暇

い
と
ま

乞
い
を
し
、
九
月
か

ら
一
〇
月
に
か
け
て
大
和
紀
伊
の
諸
社
寺
什
宝
の
調
査
に
で
か
け
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　
大
和
、
紀
伊
の
訪
古
探
勝

　
『
過
眼
録
』
に
お
け
る
九
、一
〇
月
の
大
和
紀
伊
諸
社
寺
巡
視
に
は
、
日
付
が
な

く
社
寺
の
什
宝
を
一
括
し
て
列
記
す
る
。
そ
こ
で
よ
り
詳
し
く
知
る
に
は
、『
大
和

巡
画
日
記
』
が
参
考
と
な
る
。『
大
和
巡
画
日
記
』
の
原
本
は
な
く
、
写
本
の
み
知

ら
れ
る
。
写
本
も
各
種
あ
る
ら
し
い
。
西
村
貞
氏
は
、
光
珠
院
旧
蔵
本
で
保
井
芳

太
郎
所
蔵
本
を
見
た
よ
う
で
、
そ
の
標
題
を
『
大
和
巡
覧
画
日
記
』
と
し
て
い
る
。

ま
た
東
北
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
の
写
本
で
あ
る
。

後
者
を
参
考
と
し
た
が
、
同
時
に
長
岡
由
美
子
氏
が
こ
れ
を
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
れ

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た）

4
（

。

　

原
本
は
そ
も
そ
も
、「
原
本
無
題
号
今
案
可
如
此
題
」
と
あ
り
、
天
保
一
二
年
の

段
階
で
『
大
和
巡
画
日
記
』
と
命
名
さ
れ
た
と
わ
か
ろ
う
。『
大
和
巡
画
日
記
』
は
、

「
寛
政
乙き

の
と
う卯
（
七
年
）」
と
あ
る
が
、『
過
眼
録
』
と
照
ら
し
あ
わ
せ
、
寛
政
八
年
の

内
容
と
判
断
で
き
よ
う
。
末
尾
に
、「
天
保
十
二
年
辛
丑
八
月
写　

画
禽
江　

書
全

海
」
と
あ
る
。
西
村
禽
江
が
画
を
、
全
海
（
来
歴
不
詳
）
が
書
を
担
当
し
た
。

　
『
大
和
巡
画
日
記
』
は
、
寛
政
八
年
九
月
三
日
か
ら
同
月
二
〇
日
ま
で
の
巡
視
録

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
付
が
前
後
す
る
た
め
注
意
を
要
す
。

　

文
晁
は
九
月
三
日
、
猿
沢
の
旅
舎
を
出
て
興
福
寺
に
向
か
っ
た
。
以
下
文
晁
の

巡
視
日
程
で
あ
る
。

　

九
月
三
日
、
東
大
寺
、
元
興
寺
極
楽
院
を
巡
り
、
東
大
寺
什
宝
朝
倉
義
景
硯
を

写
す
。『
集
古
十
種
』
の
文
房
に
同
硯
図
を
載
せ
る
が
、「
京
都
本
能
寺
蔵
朝
倉
義
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景
硯
図
」と
あ
る
。
東
大
寺
に
て
恒
例
の
転
害
会
八
幡
祭
礼
が
あ
り
、舞
楽
を
見
る
。

　

四
日
、
弘
仁
寺
、
菩
提
山
宝
蔵
院
を
巡
る
。
弘
仁
寺
に
て
小
野
篁

た
か
む
ら

像
を
写
す

に
あ
た
り
、寺
僧
が
渋
る
の
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
と
説
得
し
、臨
模
に
成
功
す
る
。

『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
に
「
小
野
篁
卿
」
と
し
て
載
る
。

　

五
日
、
子
敬
長
蔵
持
参
の
空
海
の
書
、
松
井
和
泉
古
梅
園
所
蔵
の
花
鳥
画
、
墨

竹
画
な
ど
を
見
る
。

　

六
日
、
午
前
に
眉
間
寺
、
午
後
に
興
福
寺
の
塔
頭
賢
聖
院
、
凌
雲
院
、
宝
珠
院

な
ど
を
松
井
和
泉
、
喜
多
武
清
ら
と
巡
る
。
眉
間
寺
で
四
聖
御
影
図
を
写
し
、
中

央
の
聖
武
帝
御
影
は
『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
に
載
る
。

　

七
日
、
古
梅
園
収
蔵
の
行
成
三
行
を
は
じ
め
一
三
軸
の
書
画
を
見
る
。
春
日
社

若
宮
、興
福
寺
、東
大
寺
へ
行
き
什
物
を
模
写
す
。
東
大
寺
で
は
印
章
、仏
具
如
意
、

銅
器
柄へ

い

杓し
ゃ
く

や
仏
舎
利
、
文
房
具
硯
や
卓
、
楽
器
鉦し
ょ
う

鼓こ

や
古
面
、
さ
ら
に
瓦
や
馬

具
な
ど
を
写
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
俊
乗
上
人
所
持
鉦
鼓
の
斜
視
図
と
背
面
図
、
側

面
図
加
え
た
良
弁
僧
正
磁じ

硯す
ず
り、東

大
寺
勧
進
所
蔵
の
大
仏
殿
古
鐙あ
ぶ
みは

、『
集
古
十
種
』

の
楽
器
、
文
房
、
馬
具
に
載
る
。

　

八
日
、
春
日
社
司
宅
で
春
日
神
影
二
幅
を
見
、
春
日
社
人
若
宮
宮
内
を
訪
ね
、

古
文
書
数
帖
を
写
す
。
古
文
書
は
社
頭
之
諸
日
記
、
行
成
書
（
前
日
調
査
の
行
成

三
行
か
）
で
あ
ろ
う
。

　

九
日
、
佐
保
山
、
不
退
寺
、
元
興
寺
、
春
日
社
を
巡
る
。
文
晁
は
佐
保
山
風
景

図
を
描
く
一
方
、
同
山
碑
、
不
退
寺
の
在
原
業
平
像
を
写
す
。
こ
れ
ら
は
『
集
古

十
種
』
の
碑
銘
、
古
画
肖
像
に
載
る
。

　

一
〇
日
、
転
害
会
八
幡
宮
に
行
き
、
鳳ほ

う

輦さ
ん

並
び
に
神
宝
を
見
学
す
。
興
福
寺
東

金
堂
に
て
文
殊
菩
薩
、
維
摩
居
士
の
両
木
彫
坐
像
を
写
す
。

　

一
一
日
、
正
覚
寺
、
極
楽
院
、
海
竜
王
寺
、
法
華
寺
、
西
大
寺
、
尼
辻
地
蔵
を

巡
る
。
極
楽
寺
に
て
上
宮
太
子
二
歳
像
を
写
す
。『
集
古
十
種
』の
古
画
肖
像
に
、「
聖

徳
太
子
大
和
国
極
楽
蔵
伝
云
二
歳
像
」
と
し
て
載
る
。

　

一
二
日
、
伊
佐
川
明
神
（
子
守
社
）、
戒
壇
院
を
巡
る
。
戒
壇
院
の
宝
物
を
見
学

し
、
戒
壇
院
並
び
に
院
内
の
四
天
王
像
を
描
く
。

　

一
三
日
、
興
福
寺
の
塔
頭
勧
修
坊
の
什
宝
を
見
学
す
。「
賢
聖
院
（
興
福
寺
の
塔

頭
）
代
官
宮
城
左
近
案
内
」
と
あ
る
。
御
霊
祭
が
あ
り
、
御
霊
祭
ね
り
も
の
図
を

描
く
。

　

一
四
日
、
東
大
寺
年ね

ん

預に
よ

北
苑
院
の
執
金
剛
神
縁
起
、
転
害
八
幡
縁
起
を
見
る
。

　

一
五
日
、喜
多
武
清
、郡
山
藩
士
東
野
徳
勇
と
法
隆
寺
、河
内
壷
井
八
幡
に
行
く
。

春
日
社
人
若
宮
宮
内
持
参
の
大
安
寺
旧
記
、
東
大
寺
宝
物
目
録
を
見
る
。

　

一
六
日
、
東
野
徳
勇
が
、
法
隆
寺
よ
り
名
香
木
の
竜た

つ

田た

楓か
え
で

二
株
を
持
ち
帰
る
。

　

一
七
日
、
南
都
を
立
ち
、
帯
解
地
蔵
堂
、
本
光
寺
、
長
谷
寺
、
柿
本
寺
、
布
留
社
、

良
因
寺
、
竜
福
寺
、
内
山
金
剛
乗
院
永
久
寺
、
大
和
大
明
神
、
長
岳
寺
金
剛
身
院
、

普
賢
院
、
傘
堂
、
穴
師
大
明
神
、
大
三
輪
寺
な
ど
を
巡
る
。
柿
本
寺
で
柿
本
人
麿

木
彫
、良
因
寺
で
同
寺
額
な
ど
を
写
す
。
永
久
寺
の
頼
実
上
人
木
像
は『
集
古
十
種
』

の
古
画
肖
像
に
、
長
岳
寺
の
能
登
守
教
経
矢
は
兵
器
に
、
帯
解
地
蔵
堂
・
良
因
寺
・

長
谷
寺
・
長
岳
寺
・
布
留
社
の
額
は
扁
額
に
載
る
。

　

一
八
日
、
前
日
の
夜
よ
り
庚こ

う

申し
ん

待ま
ち

の
た
め
文
晁
も
参
加
し
、
村
人
と
酒
宴
に
興

じ
る
。
三
輪
旅
舎
を
早
朝
に
立
ち
、
初は

瀬せ

川
を
渡
り
、
三
輪
平
等
院
、
織
城
御
縣

神
社
、
慈
恩
寺
旧
跡
、
一
鳥
居
、
長
谷
寺
、
室
生
寺
、
談
山
妙
楽
寺
護
国
院
、
岡
寺
、

橘
寺
な
ど
を
巡
る
。
多と

う
の
み
ね

武
峰
護
国
院
で
藤
原
鎌
足
像
を
写
し
、『
集
古
十
種
』
の
古

画
肖
像
に
載
せ
る
。
途
中
、
下
多
武
峰
や
岡
寺
付
近
の
風
景
を
描
く
。

　

一
九
日
、土
佐
駅
（
奈
良
中
西
部
高
取
町
）
を
出
発
し
、壷
坂
寺
、吉
野
蔵
王
堂
、

宝
蔵
院
、
吉
水
院
、
実
城
院
、
竹
林
院
、
釈
迦
堂
、
如
意
輪
寺
、
安
禅
寺
、
西
行

苔
水
寺
な
ど
を
巡
る
。文
晁
は
村
上
彦
四
郎
所
持
の
卒
都
婆
鍔
を
写
し
、こ
れ
は『
集

古
十
種
』
の
刀
剣
に
、「
大
和
国
吉
野
山
桜
本
坊
蔵
村
上
彦
四
郎
鍔つ

ば

図
」
と
あ
る
。

ま
た
後
醍
醐
天
皇
御
旗
を
写
し
、
こ
れ
は
『
集
古
十
種
』
旌せ

い

旗き

に
あ
る
「
大
和
国

吉
野
郡
賀あ

名の

生う

郷
和
田
村
堀
源
次
郎
家
蔵
長
三
尺
三
寸
七
分

余
二
尺
二
寸
三
分

」
に
該
当
し
よ
う
。
さ
ら
に
吉

野
山
蔵
王
権
現
所
蔵
の
後
醍
醐
天
皇
御
物
で
あ
る
七
文
字
笛
と
高
麗
笛
を
写
す
が
、

と
も
に
『
集
古
十
種
』
の
楽
器
に
浄
写
さ
れ
て
載
る
。
途
中
、吉
野
山
桜
図
を
描
く
。

　

二
〇
日
、
栄
山
寺
、
宇
智
川
碑
、
観
音
寺
、
大
沢
寺
、
良
峰
寺
、
月
見
寺
、
安

井
寺
、
霊
安
寺
、
桜
井
寺
、
鳳
凰
寺
な
ど
を
巡
る
。
栄
山
寺
で
藤
原
武む

智ち

麿ま
ろ

像
を
、
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ま
た
同
寺
近
く
の
宇う

智ち

川
の
磨
崖
碑
を
写
す
。
と
も
に『
集
古
十
種
』の
古
画
肖
像
、

碑
銘
に
載
る
。
途
中
、
栄
山
寺
風
景
図
を
描
く
。
文
晁
は
そ
の
後
、
宇
智
郡
五
條

駅
に
向
か
い
、
夕
方
吉
野
川
を
臨
む
旅
舎
に
着
い
た
。『
大
和
巡
画
日
記
』
に
、

「
黄た

そ

昏が
れ

橋
本
旅
舎
々
乃
傍
吉
野
川
眺
望
最
可
愛
也
」
と
あ
る
。

　

文
晁
の
大
和
訪
古
探
勝
の
旅
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
拠
り
ど
こ
ろ

と
し
た
資
料
『
大
和
巡
画
日
記
』
に
は
、
唐
招
提
寺
、
薬
師
寺
、
当
麻
寺
な
ど
奈

良
の
名
刹
と
さ
れ
る
寺
院
が
記
載
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
文
晁
の
『
過
眼
録
』
を
み

る
と
、
そ
れ
ら
の
寺
院
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
採
訪
諸
社
寺
名
の
み
を
列
挙
し

て
お
こ
う
。

　

知
足
院
・
元
興
寺
・
興
福
寺
・
弘
仁
寺
・
菩
提
山
宝
蔵
院
・
眉
間
寺
・
春
日
社
・

東
大
寺
・
十
輪
院
・
転
害
会
八
幡
宮
・
不
退
寺
・
般
若
寺
・
唐
招
提
寺
・
薬
師
寺
・

西
大
寺
・
矢
田
寺
・
当
麻
寺
・
法
隆
寺
・
岡
寺
・
多
武
峰
護
国
院
・
般
若
院
・
三

輪
平
等
院
・
三
輪
大
御
輪
寺
・
柳
本
寺
・
正
行
院
・
円
城
院
・
観
行
院
・
賢
聖
院
・

慈
尊
院
・
長
谷
寺
・
橘
寺
・
吉
野
蔵
王
権
現
・
栄
山
寺
で
あ
る
。
文
晁
の
大
和
訪

古
探
勝
の
旅
は
、『
大
和
巡
画
日
記
』
と
『
過
眼
録
』
と
を
照
ら
し
あ
わ
せ
て
見
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

文
晁
は
、
大
和
の
諸
社
寺
調
査
を
お
え
た
あ
と
、
高
野
山
へ
向
か
い
、
そ
の
後

熊
野
本
宮
・
新
宮
・
道
成
寺
・
大
同
寺
・
吹
上
寺
な
ど
を
巡
っ
た
。

　

文
晁
は
紀
伊
の
旅
に
あ
っ
て
、
熊
野
本
宮
か
ら
新
宮
ま
で
舟
遊
し
た
。
紀
伊
山

地
か
ら
発
し
た
十
津
川
は
、
下
流
で
熊
野
川
と
な
り
、
上
流
の
本
宮
か
ら
貫
入
蛇

行
し
、
新
宮
で
熊
野
灘
に
注
ぐ
。
川
幅
が
広
く
渓
谷
美
に
富
ん
だ
流
路
で
あ
る
。

本
宮
か
ら
新
宮
ま
で
九
里
八
丁
の
距
離
の
た
め
、
九
里
峡
と
呼
ば
れ
た
。
文
晁
は
、

舟
旅
に
さ
い
し
九
里
峡
の
真
景
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
紀
伊
和
歌
山
藩
の
儒
官
菊
地
元
習
（
西
皐
）
は
、
熊

野
権
現
、
熊
野
速
玉
大
社
、
那
智
大
社
を
回
り
、
そ
の
体
験
を
『
三
山
記
略
』
に

ま
と
め
た
。
そ
の
巻
頭
に
文
晁
の
九
里
峡
図
が
載
り
、「
寛
政
丙
辰
秋
九
月
写
于
熊

野
舟
中
文
晁
」
の
款
記
が
あ
る）

5
（

。
丙
ひ
の
え

辰た
つ

は
寛
政
八
年
、
九
月
は
同
月
二
〇
日
ま
で

大
和
に
い
た
た
め
、
九
月
下
旬
と
な
ろ
う
。

　

文
晁
は
、
寛
政
八
年
の
九
里
峡
図
を
基
に
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）《
熊
野
舟
行

図
巻
》
を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
図
巻
の
巻
末
に
、

此
熊
野
舟
行
図
昔
日
過
目
真
景
也　

文
化
元
年
春
三
月
応
命
製
之　

谷
文
晁

と
あ
る
。
熊
野
川
両
岸
の
風
景
で
、
画
中
に
地
名
を
記
し
た
小
貼
紙
を
付
し
た
絹

本
着
色
二
巻
で
あ
る
。

　

文
晁
は
、
西
洋
の
鳥
瞰
遠
近
法
や
中
国
の
三
遠
法
中
の
平
遠
山
水
を
駆
使
し
て

い
よ
う
。
鳥
瞰
遠
近
法
使
用
と
い
っ
て
も
河
川
の
一
部
は
短
縮
さ
れ
、
視
点
は
固

定
せ
ず
常
に
移
動
す
る
。
近
山
か
ら
遠
山
を
望
見
す
る
平
遠
山
水
は
、
渺
茫
た
る

水
域
風
景
描
写
に
適
し
て
い
よ
う
。
熊
野
川
対
岸
の
遠
山
は
、
霞
や
雲
が
た
な
び

き
限
り
な
く
広
大
な
情
景
を
展
開
す
る
。《
熊
野
舟
行
図
巻
》
は
、
高
価
で
良
質
な

絵
具
を
不
断
に
使
用
し
た
色
彩
の
美
し
い
絵
巻
で
あ
り
、
か
つ
て
紀
伊
和
歌
山
藩

の
末
裔
徳
川
頼
貞
の
蔵
品
と
さ
れ
る
。

　

文
晁
は
紀
伊
の
諸
社
寺
を
巡
っ
た
あ
と
、
江
戸
で
な
く
再
び
大
坂
に
向
か
っ
た
。

蒹
葭
堂
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
、

十
月
三
日
、
谷
文
晁
紀
州
帰
来

十
月
四
日
、
早
朝
森
川
へ
行　

谷
文
晁
発
足　

同
伴
心
斎
橋
迄
送
り
帰
る

と
あ
る
。
文
晁
は
、
大
坂
で
世
話
に
な
っ
た
蒹
葭
堂
や
南
画
家
森
川
竹
窓
宅
に
出

向
き
、
暇
乞
い
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
蒹
葭
堂
に
見
送
ら
れ
た
文
晁
は
、
十
月
末

に
は
、
江
戸
に
帰
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

寛
政
八
年
の
文
晁
の
大
和
紀
伊
旅
行
は
、『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
で
あ
っ
た
。

訪
問
さ
き
で
描
い
た
蒹
葭
堂
の
縮
画
は
、近
世
肖
像
画
の
白
眉
と
さ
れ
る
一
点
《
木

村
蒹
葭
堂
像
》（
絹
本
着
色
）
を
生
み
だ
し
た
。
画
面
に
、「
享
和
二
年
三
月
廿
五

日
社
弟
文
晁
稽け

い

首し
ゅ

拝
写
」
と
款
記
さ
れ
、
文
晁
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
る
。
蒹
葭

堂
は
、
享
和
二
年
一
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
り
、
遺
族
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
た
文

晁
は
、没
後
二
か
月
後
に
肖
像
画
を
制
作
し
た
。面
長
で
大
き
な
鼻
と
耳
の
持
ち
主
、

蒹
葭
堂
の
笑
っ
た
姿
で
あ
る
。
社
弟
と
か
稽
首
と
款
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
文
晁

は
敬
う
気
持
を
込
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
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四
、
寛
政
九
年
の
文
晁

（
一
）　
江
戸
で
の
訪
採

　

文
晁
の
『
過
眼
録
』
一
〇
ま
で
は
、
寛
政
八
年
の
展
観
目
録
で
あ
る
。
一
一
か

ら
江
戸
の
展
観
目
録
が
並
び
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
日
付
は
統
一
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
欠
け
た
部
分
も
あ
る
。
主
要
事
項
を
順
を
追
っ
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　

文
晁
は
江
戸
に
戻
っ
て
き
て
も
、『
集
古
十
種
』
の
編
纂
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。

　

正
月
五
日
、
鑑
定
家
菅
原
洞
斎
宅
に
て
王
元
章
の
墨
梅
図
双
幅
を
見
学
。
元
章

こ
と
王お

う

冕べ
ん

は
元
の
画
家
、
墨
梅
や
竹
石
画
に
長
じ
た
。

　

九
日
、
雪
舟
の
潑
墨
山
水
二
幅
を
鑑
賞
。

　

一
一
日
、
海か

い

棠ど
う

庵あ
ん

に
て
巣
雲
の
吉
兆
画
報
平
安
図
を
見
る
。

　

一
八
日
、
日
暮
里
の
南
泉
寺
に
て
明
の
画
家
呂
記
、
周
之し

冕べ
ん

、
元
の
画
家
梅
道

人
（
呉
鎮
）、
画
僧
兆
典
（
殿で

ん

）
司す

ら
の
花
鳥
画
、
墨
竹
画
、
羅
漢
像
な
ど
を
鑑
賞
。

　

二
〇
日
、
浅
草
寺
塔
頭
の
長
寿
院
に
て
、
高
野
山
清
浄
心
院
、
金
剛
三
昧
院
な

ど
の
什
宝
で
あ
る
明
の
画
家
文
徴
明
、
仇

き
ゅ
う

実じ
っ

父ぷ

（
仇
英
）、
呉
鎮
な
ど
の
作
品

四
二
点
を
鑑
賞
。

　

二
三
日
、
持
明
院
基
老
卿
の
書
伊
勢
物
語
を
見
る
。

　

二
月
六
日
、
蜷に
な

川が
わ

大
和
守
所
蔵
の
大
坂
観
心
寺
古
文
書
暮搴
本
を
見
る
。

　

七
日
、
亀
屋
久
右
衛
門
の
持
参
し
た
定
家
の
百
首
草
案
一
巻
を
見
る
。

　

一
二
日
、
図
入
り
織
製
法
の
小
島
乙
之
丞
著
織
工
志
略
記
を
見
る
。

　

一
三
日
、
蜷
川
家
に
て
近
藤
又
兵
衛
著
新
編
江
戸
志
七
冊
な
ど
を
見
る
。

　

二
一
日
、
牛
込
の
禅
宗
寺
済
松
寺
の
茶
会
に
参
加
し
、
梵
僊
の
書
「
東
翔
」
を

鑑
賞
。

　

三
月
一
一
日
、
井
上
元
親
が
、
法
然
上
人
絵
伝
三
巻
を
持
参
す
。
白
河
藩
邸
に

赴
き
、
徐
葆ほ

う

光こ
う

の
孔
子
像
な
ど
を
見
学
。

　

二
〇
日
、
松
平
定
信
の
『
退
閑
雑
記
』
を
目
に
す
る
。
寛
政
六
年
よ
り
書
き
は

じ
め
ら
れ
た
『
退
閑
雑
記
』
は
、
同
九
年
に
一
三
巻
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
続
編

が
書
き
つ
が
れ
、
後
編
二
巻
が
成
り
た
っ
た
と
わ
か
る
。

　

二
一
日
、
中
川
飛
騨
守
忠た

だ

英て
る

著
清
朝
俗
間
式
一
二
冊
が
来
る
。
こ
れ
は
『
清
俗

紀
聞
』
を
さ
し
、
忠
英
が
長
崎
奉
行
の
と
き
、
手
付
出
役
の
近
藤
重
蔵
に
命
じ
て

編
纂
さ
せ
た
乾
隆
時
代
の
江
南
の
風
俗
記
録
で
あ
る
。
完
成
し
て
わ
ず
か
の
の
ち

に
、
文
晁
は
見
た
こ
と
に
な
る
。

　

四
月
一
日
、
京
都
の
橋
本
経つ

ね

亮す
け

よ
り
曽
我
物
語
が
来
る
。

　

二
六
日
、
橋
本
経
亮
よ
り
源
心
僧
都
の
太
秦
広
隆
寺
牛
祭
図
が
来
る
。
並
び
に

藤
貞
幹
編
纂
の
『
集
古
図
』
二
二
巻
を
見
る
。
集
古
図
は
、『
集
古
十
種
』
の
什
宝

分
類
方
式
に
役
立
て
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

五
月
二
日
、
伊
予
松
山
藩
邸
で
明
の
画
家
唐と

う

寅い
ん

の
蘭
竹
巻
を
見
る
。
伊
予
松
山

藩
主
松
平
定
国
は
、
定
静
の
婿
養
子
と
な
っ
た
定
信
の
兄
（
豊
丸
）
で
あ
る
。

　

一
二
日
、
細
川
越
中
守
所
蔵
の
唐
の
画
家
呉
道
玄
の
大
幅
孔
子
像
を
見
る
。

　

一
七
日
、
松
平
下
総
守
忠
知
藩
邸
で
ト
ト
ニ
ャ
ウ
全
六
冊
を
見
る
。
こ
れ
は
レ

ム
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ド
ド
ネ
ウ
ス
著
『
植ク

ラ
イ
ト
・
ブ
ッ
ク

物
図
譜
』（R

em
bertus D

odonaeus
:   

G
ruydt B

oeck

）を
さ
す
。
こ
の
蘭
書
は
、一
冊
本
と
し
て
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
。

な
ぜ
「
全
六
冊
」
と
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。
石
井
広
助
（
恒
右
衛
門
）
は
、
定
信

の
命
に
よ
り
こ
の
蘭
書
を
翻
訳
し
、『
遠
西
本
草
攬ら

ん

要よ
う

』
と
す
る
が
、
文
晁
は
訳
本

の
方
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
八
日
、
伊
予
松
山
侯
所
蔵
の
墨
本
秋
萩
帖
を
見
る
。

　

一
九
日
、
秦
檍あ

は
き
ま
ろ

丸
が
来
る
。
檍
丸
は
、
お
そ
ら
く
尾
州
大
須
真
福
寺
書
籍
目
録

や
鎌
倉
光
触
寺
頬
焼
弥
陀
縁
起
な
ど
を
持
参
し
た
。

　

以
上
が
、
寛
政
九
年
正
月
五
日
か
ら
五
月
一
九
日
ま
で
の
文
晁
の
活
動
で
あ
る
。

『
過
眼
録
』
は
五
月
一
九
日
以
後
、
次
の
展
観
目
録
は
六
月
一
四
日
で
あ
る
。
そ
の

間
、お
よ
そ
一
か
月
の
空
白
と
な
る
。
実
は
こ
の
間
、文
晁
は
定
信
の
命
を
受
け
て
、

鎌
倉
江
之
島
諸
社
寺
採
訪
に
で
か
け
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
過
眼
録
』
の

六
月
一
四
日
以
後
の
展
観
目
録
は
、
鎌
倉
採
訪
後
の
記
述
と
な
る
。

（
二
）　
鎌
倉
、
江
の
島
で
の
訪
採

　

文
晁
の
鎌
倉
・
江
の
島
の
訪
古
探
勝
の
旅
に
つ
い
て
は
、
夙
に
写
本
『
文
晁
好

古
紀
行
』
が
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
何
年
の
も
の
か
記
述
が
な
く
、
私
見
と
し



人間発達文化学類論集　第 25号 2017年 6月

（
一
三
）

92

て
寛
政
四
年
か
ら
同
十
年
の
間
に
書
か
れ
た
と
述
べ
た
が
、
今
回
寛
政
九
年
の
紀

行
と
判
明
し
た
。
鶴
岡
明
美
氏
の
東
博
所
蔵
の
『
相
州
名
勝
図
帖
』
と
東
大
総
合

図
書
館
蔵
の
『
文
晁
紀
行
』
の
調
査
に
よ
る）

6
（

。
今
回
、
従
来
の
写
本
の
ほ
か
鶴
岡

氏
の
論
文
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

絹
本
着
色
の
『
相
州
名
勝
図
帖
』
は
、
浄
写
本
と
思
わ
れ
、
次
の
八
点
の
風
景

図
が
掲
載
さ
れ
る
。

一
、
丁ひ

の
と
み巳

（
寛
政
九
年
）
五
月
廿
一
日
過
此
権ご

ん

陀た

坂ざ
か

真
景
図　

二
、
廿
一
日
停て

い

午ご

下
信
濃
坂
十と

塚つ
か

真
景
図　

三
、
廿
一
日
黄た

そ
が
れ昏

過
笠か

さ

間ま

村
暮
到
鎌
倉
図　

四
、

錦き
ん

屏ぺ
い

山
中
徧
界
一
覧
亭
眺
望
図
（
廿
二
日
午
後
到
此
）　

五
、
山
内
伝
宗
庵
眺
望

図
（
五
月
廿
七
日
到
此
）　

六
、
廿
九
日
朝
到
于
此
甘あ

ま

縄な
わ

長
谷
寺
真
景
也　

七
、

七
里
浜
図
（
廿
九
日
過
此
）　

八
、
江
島
洞
口
望
西
図
（
丁
巳
夏
五
月
廿
九
日
到

此
）

　

右
の
地
名
の
う
ち
、
笠
間
は
、
十
塚
（
戸
塚
）
宿
か
ら
鎌
倉
鶴
岡
へ
の
通
道
を

存
す
村
名
。
錦
屏
山
は
瑞
泉
寺
背
後
の
山
で
、
瑞
泉
寺
の
号
。
徧
界
一
覧
亭
は
、

瑞
泉
寺
山
頂
の
建
物
。
甘
縄
は
、長
谷
の
東
部
一
帯
を
さ
す
古
称
名
。
江
島
洞
口
は
、

江
島
神
社
奥
院
の
南
端
に
あ
る
海
食
稚ち

児こ

ケが

淵ぶ
ち

で
あ
る
。

　

八
点
す
べ
て
真
景
図
で
あ
る
。
南
宋
の
五
山
を
ま
ね
て
設
け
ら
れ
た
鎌
倉
五
山

建
長
寺
・
円
覚
寺
・
寿
福
寺
・
浄
智
寺
・
浄
妙
寺
は
描
か
れ
ず
、
四
点
の
図
中
遠

方
に
富
士
山
が
登
場
す
る
。
鎌
倉
・
江
の
島
で
の
調
査
は
、
文
晁
に
と
っ
て
訪
古

探
勝
の
旅
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
八
点
の
真
景
図
か
ら
旅
の
経

路
を
わ
か
ら
せ
る
。『
相
州
名
勝
図
帖
』
や
『
文
晁
好
古
紀
行
』
な
ど
を
参
考
に
し

て
具
体
的
な
旅
程
を
み
て
お
こ
う
。

　

文
晁
は
、
五
月
二
一
日
江
戸
を
立
っ
た
。
武
蔵
と
相
模
の
国
境
権
太
坂
を
経
、

東
海
道
の
宿
場
町
十と

塚つ
か

を
ぬ
け
、
同
日
夕
方
笠
間
村
を
過
ぎ
鎌
倉
に
到
着
し
た
。

翌
日
よ
り
調
査
を
開
始
す
る
。

　

五
月
二
二
日
、
覚
園
寺
、
来
迎
寺
、
荏え

柄が
ら

天
神
社
、
瑞
泉
寺
な
ど
を
巡
る
。
一

遍
上
人
像
、
菅
原
道
真
木
彫
、
足
利
基
氏
像
、
足
利
氏
満
木
彫
、
天
神
画
像
、
さ

ら
に
太
刀
な
ど
を
写
す
。
こ
れ
ら
は
『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
、
刀
剣
に
記
載

さ
れ
る
。

　

二
三
日
、
建
長
寺
、
長
寿
寺
、
明
月
院
を
巡
る
。
北
条
時
頼
木
彫
、
足
利
尊
氏

木
彫
、
上
杉
道
合
像
な
ど
を
写
す
。
こ
れ
ら
は
、『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
に
載

る
。

　

二
五
日
、
朝
雨
も
や
み
、
円
覚
寺
へ
行
き
、
次
い
で
雪
の
下
を
経
へ
由
比
が
浜

に
向
か
い
、
尋
古
寺
、
延
命
寺
、
安
地
蔵
、
別
願
寺
、
安
養
院
、
常
楽
寺
な
ど
を

巡
る
。
円
覚
寺
に
て
伏
見
院
宸し

ん

筆ぴ
つ

、
山
門
の
花
園
院
宸
筆
、
総
門
の
後
光
厳
院
宸

筆
の
扁
額
を
写
す
。『
集
古
十
種
』
の
扁
額
に
載
る
。
夕
方
、
客
舎
に
帰
る
。

　

二
六
日
、
亀
谷
寺
、
寿
福
寺
、
桂
蔭
庵
な
ど
を
巡
る
。
寿
福
寺
に
て
源
実
朝
木

彫
を
写
す
。『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像
に
載
る
。

　

二
七
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
へ
行
き
、
太
刀
・
弓
な
ど
の
武
具
、
硯
、
硯
箱
な
ど
の

文
房
具
を
見
る
。『
集
古
十
種
』
の
兵
器
に
「
源
頼
朝
公
弓
」　
「
杏
葉
太
刀
」　
「
太

刀
」
と
あ
り
、文
房
に
「
源
頼
朝
公
硯
并
箱
皆
具
」　
「
源
頼
朝
公
馬
蹄
硯
」
と
あ
り
、

銅
器
に
「
政
子
十
二
手
箱
中
鏡
」
と
あ
る
。

　

二
九
日
、
長
谷
寺
に
向
か
い
、
次
い
で
七
里
ケ
浜
、
江
の
島
へ
行
く
。
長
谷
寺
、

七
里
ケ
浜
、
江
の
島
の
風
景
図
を
描
く
。

　

六
月
二
日
、
早
朝
客
舎
を
出
、
報
国
寺
、
浄
妙
寺
、
寛
喜
寺
を
巡
り
、
朝あ

さ

比ひ

奈な

切
通
し
を
経
、
六む

浦つ
ら

津
に
向
か
い
、
日
暮
れ
に
六
浦
旅
舎
に
着
く
。

　

三
日
、
金
沢
の
諸
社
寺
を
巡
る
。

　

以
上
が
、
文
晁
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
鎌
倉
で
の
訪
古
探
勝
で
あ
る
。

そ
の
後
の
文
晁
の
様
子
は
、
再
び
『
過
眼
録
』
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）　
寛
政
九
年
六
月
以
降
の
江
戸
で
の
文
晁

　

文
晁
は
鎌
倉
よ
り
江
戸
に
戻
っ
て
も
、『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
に
か
な
り
の

絵
画
を
嘱
目
し
た
。

　

六
月
一
四
日
、
白
河
藩
邸
で
大
和
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
多と

う
の武
峰み
ね

慈
門
院
の
藤
原

鎌
足
像
と
多
武
峰
縁
起
三
巻
を
見
る
。
鎌
足
画
像
は
、『
集
古
十
種
』
の
古
画
肖
像

に
載
る
。

　

一
七
日
、
西
村
元
隣
持
参
の
明
の
絵
画
柳
陰
観
瀑
図
を
見
る
。
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二
一
日
、
医
師
片
倉
元
周
持
参
の
沈し
ん

襄じ
ょ
うの

墨
梅
図
、
元
の
文
人
画
家
黄
公
望
の

山
水
画
、
周
東
邨
の
竹
林
清
嘯
図
、
明
の
画
家
呂り

ょ

紀き

の
花
鳥
図
四
点
を
鑑
定
。

　

二
二
日
、
喜
多
武
清
所
蔵
の
夏
奎
（
珪
）
の
江
南
漁
楽
図
を
見
る
。

　

二
三
日
、
中
村
弥
太
夫
所
蔵
の
古
印
を
見
る
。

　

七
月
四
日
、
次
章
で
述
べ
る
白
雲
ら
に
よ
る
金
沢
で
の
神
将
模
写
図
一
二
幅
を

嘱
目
。

　

五
日
、
白
河
藩
邸
に
赴
き
、
明
の
絵
画
を
見
る
。

　

一
一
日
、
沈
南
蘋
の
蒼そ

う

松し
ょ
う

双
白
鶴
図
を
見
る
。

　

一
三
日
、
蜷に

な

川が
わ

大
和
守
藩
邸
に
行
く
。

　

二
六
日
、
鳥
越
の
伊
勢
源
右
衛
門
宅
に
て
、
明
の
画
家
呂
記
（
紀
）、
明
の
文
人

画
家
文
衡こ

う

山ざ
ん

（
文
氏
）、
明
の
画
家
陳
子
和
ら
の
花
鳥
画
や
山
水
画
な
ど
、
中
国
の

書
画
六
〇
点
を
見
る
。

　

閏
七
月
六
日
、
屋
代
弘
賢
宅
に
赴
く
。

　

二
八
日
、
柳
河
藩
主
立
花
左
近
将し

ょ
う

監げ
ん

の
所
蔵
す
る
元
初
の
画
家
銭せ
ん

舜し
ゅ
ん

挙き
ょ

（
銭

選
）、
明
の
画
家
仇
英
、
呂
記
（
紀
）
ら
の
書
画
二
三
点
を
見
る
。

　

二
九
日
、
寛
政
七
年
、
長
崎
奉
行
手
附
出
役
と
な
っ
た
近
藤
重
蔵
が
、
在
勤
中

著
述
し
、
か
つ
入
手
し
た
資
料
を
持
参
し
た
。『
瓊け

い

浦ほ

愛
璣
』、
南
巡
図
、
唐
船
仕

役
図
、
坤
輿
万
国
図
な
ど
で
あ
る
。

　

八
月
五
日
、
鑑
定
家
で
茶
道
に
通
じ
た
古こ

筆ひ
つ

了り
ょ
う

意い

の
所
蔵
す
る
小
倉
色
紙
書
付

を
見
る
。『
集
古
十
種
』
に
、「
法
帖　

定
家
卿
真
蹟
小
倉
色
紙
」
と
し
て
載
る
。

　

九
月
一
日
、
文
晁
は
百
俵
の
俸
禄
を
賜
わ
り
、
五
人
扶
持
と
な
る
。

　

一
九
日
、水
戸
の
函
徳
亭
に
て
張
端
綸
（
淮
叔
）、蘇
東
坡
（
蘇
軾
）、趙
子す

昻ご
ろ

（
孟

頫
）
ら
主
に
中
国
絵
画
二
六
点
を
見
る
。
次
い
で
日
付
は
な
い
が
、
白
河
藩
邸
に

赴
き
、
平
治
元
年
琵
琶
を
見
た
と
続
く
。

　

一
〇
月
二
日
、
熊
本
侯
の
宴
席
で
柴
野
栗
山
ら
と
荷か

葉よ
う

硯
を
見
る
。

　

三
日
、
菊
池
内
記
宅
に
て
淳
化
法
帖
を
見
る
。
淳
化
三
年
（
九
九
三
）
に
編
し

た
淳
化
閣
帖
の
復
刻
帖
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
四
日
、
紀
州
公
の
呼
び
だ
し
に
応
じ
、
所
蔵
品
を
見
学
す
。
嘱
目
し
た
書
画

器
物
は
、
端た

ん

渓け
い

石
霊
硯
以
下
の
列
挙
し
た
も
の
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
五
日
、
四
谷
の
医
師
千
葉
玄
昌
所
蔵
の
琴
を
見
る
。

　

一
七
日
、
田
村
甫
賢
の
持
参
し
た
明
の
画
家
李
士
達
の
風
雨
山
水
画
を
鑑
賞
。

　

二
三
日
、
中
村
弥
太
夫
所
蔵
の
弘
法
大
師
心
経
、
紺
絹
繍
字
一
幅
な
ど
を
見
る
。

　

二
六
日
、
白
河
藩
邸
に
赴
き
、
井
伊
掃か

も
ん
の
か
み

部
頭
所
蔵
の
定
家
卿
小
倉
色
紙
を
見
る
。

　

二
七
日
、
加
賀
屋
甚
兵
衛
持
参
の
明
の
書
画
家
文
徴
明
の
九
陵
図
を
見
る
。

　
『
過
眼
録
』
最
終
の
一
六
は
、
日
付
を
欠
く
が
、
高
野
山
清
浄
よ
り
送
ら
れ
た
什

宝
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
浅
草
観
音
子
院
で
見
た
こ
と
を
告
げ
て
閉
じ
て
い
る
。

　

以
上
、
主
に
『
過
眼
録
』
を
『
集
古
十
種
』
の
視
点
か
ら
活
用
し
、
文
晁
の
嘱

目
し
た
書
画
器
物
を
列
記
し
た
。し
か
し
視
点
を
変
え
ば
、別
の
活
用
方
法
も
あ
り
、

し
た
が
っ
て
文
晁
愛
好
家
は
、『
過
眼
録
』
な
ど
に
直
接
接
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

五
、
寛
政
一
〇
年
か
ら
一
二
年
の
文
晁
と
白
雲

　

文
晁
は
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
の
秋
頃
ま
で
江
戸
に
い
た
。
同
年
の
春

夏
頃
に
江
戸
に
赴
い
た
中
井
蕉
園
が
帰
坂
と
な
り
、
送
別
の
酒
宴
が
、
上
野
不
忍

池
の
茶
屋
で
催
さ
れ
た
。
森
銑
三
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
文
晁
も
酒
宴
に
加
わ
っ

た
よ
う
で
席
画
《
蓮
池
蜻
蛉
図
》
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る）

7
（

。
蕉
園
の
父
は
、
大
坂
の

儒
者
中
井
竹
山
で
あ
る
。
定
信
は
、
天
明
八
年
前
述
の
よ
う
に
御
所
造
営
の
た
め

京
都
に
赴
き
、
そ
の
帰
路
五
月
二
十
九
日
大
坂
に
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
竹
山

を
呼
び
よ
せ
て
政
事
の
得
失
を
話
し
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
文
晁
、
蕉

園
両
人
は
近
づ
き
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

寛
政
一
〇
年
九
月
二
八
日
、
文
晁
は
戸
山
山
荘
を
訪
れ
た
。
戸
山
荘
は
、
名
古

屋
藩
徳
川
家
の
江
戸
下
屋
敷
で
あ
る
。
資
性
厳
正
に
し
て
文
武
に
通
じ
、
画
を
狩

野
探
幽
に
学
ん
だ
徳
川
光み

つ

友と
も

は
、
四
代
将
軍
家
綱
か
ら
戸
山
の
広
大
な
土
地
を
賜

わ
り
、
こ
れ
に
自
ら
抱
え
て
い
た
土
地
を
加
え
て
大
庭
園
と
し
た
。
戸
山
荘
は
、

尾
張
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
徳
川
宗む

ね

睦ち
か

に
よ
り
天
明
期
よ
り
庭
園
の
形
を
整
え
、

時
を
か
け
て
充
実
し
て
い
っ
た
。
十
一
代
将
軍
家
斉
を
し
て
、
天
下
の
庭
園
は
戸
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山
山
荘
に
あ
り
、
と
い
わ
せ
る
名
園
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
東
京
都
新
宿
区
戸
山

町
一
帯
で
あ
る
が
、
名
園
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
綿め

ん

亙こ
う

十
数
里
」
と
い
う
戸
山
荘
は
、
南
に
表
御
門
を
配
し
、
入
門
す
る
と
大
書

院
余
慶
堂
が
あ
っ
た
。
山
荘
の
中
央
に
池
泉
が
あ
り
、
地
泉
の
中
程
に
琥こ

珀は
く

橋
が

架
設
さ
れ
、
東
側
を
「
御
泉
水
」、
西
側
を
「
上
の
御
泉
水
」
と
い
い
池
泉
回
遊
式

庭
園
で
あ
っ
た
。
東
の
地
泉
に
あ
る
「
龍
門
の
滝
」
に
よ
り
水
量
を
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
山
荘
内
の
建
造
物
は
、
土
地
の
高
低
や
広
狭
を
巧
み
に
利
用
し
て

造
ら
れ
、
ツ
ツ
ジ
・
桜
、
各
種
の
樹
木
が
繁
茂
し
た
。

　

柴
野
栗
山
の
『
栗
山
文
集
』
に
、「
戸
山
荘
図
跋
」
が
載
る
。
九
月
二
八
日
に
戸

山
荘
に
赴
い
た
文
晁
は
、
余
慶
堂
で
宗む

ね

睦ち
か

と
会
い
、
荘
園
内
を
廻
っ
た
。
回
遊
し

な
が
ら
亭
子
、
社
寺
の
堂
舎
や
門
、
川
や
滝
に
か
か
る
橋
、
ま
た
谷
川
や
丘
の
向

背
な
ど
一
つ
一
つ
向
か
い
あ
っ
て
描
写
し
、
俯
瞰
し
た
り
仰
視
し
た
り
し
て
目
に

し
た
も
の
す
べ
て
を
写
生
し
た
。
こ
の
九
月
二
八
日
の
図
藁
を
も
と
に
、
翌
十
一

年
（
一
七
九
九
）
五
月
、
全
二
七
図
か
ら
な
る
《
戸
山
山
荘
図
》
二
巻
を
完
成
さ

せ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
現
存
せ
ず
、
淡
彩
墨
画
の
図
藁
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。

　

柴
野
栗
山
は
、
寛
政
一
一
年
の
冬
、
思
い
こ
が
れ
て
い
た
戸
山
荘
を
訪
れ
た
。

入
門
す
る
や
方
位
を
失
う
ほ
ど
の
広
さ
に
驚
い
た
栗
山
は
、
文
晁
の
山
荘
図
を
思

い
だ
し
て
借
り
受
け
た
。
山
荘
図
に
つ
い
て
、「
其
樹
其
石　

皆
類
旧
相
識
者　

亭て
い

榭し
ゃ

之
名
題　

巷
岐
之
左
右　

皆
可
不
問
而
弁
也　

乃
知
良
工
苦
心　

樹
点
石
皴　

毫
無
妄
筆
焉
」
と
い
う
。
点
葉
法
、
画
樹
法
、
皴
法
に
乱
れ
誤
っ
た
表
現
は
す
こ

し
も
な
い
ば
か
り
か
、優
れ
た
画
家
の
目
に
見
え
な
い
苦
心
を
知
り
、山
荘
図
を「
画

史
実
録
」
と
評
し
た
の
で
あ
る
。

　

寛
政
一
〇
年
の
初
冬
、
文
晁
は
定
信
に
扈
従
し
て
白
河
に
向
か
っ
た
。
す
で
に

文
晁
の
門
下
に
入
り
、
白
河
城
下
の
東
林
寺
に
転
住
し
て
い
た
画
僧
白
雲
と
再
会

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

白
雲
は
こ
の
年
よ
り
一
年
前
の
寛
政
九
年
、定
信
の
命
を
受
け
武
州
金
沢
・
鎌
倉
・

江
島
の
諸
社
寺
什
宝
の
調
査
に
で
か
け
、『
集
古
十
種
』
編
纂
に
参
画
し
て
い
た
。

こ
の
調
査
に
は
、
喜
多
武
清
と
子
乗
を
伴
っ
た
。
喜
多
武
清
（
可
庵
）
は
古
画
の

鑑
定
に
手
腕
を
ふ
る
い
、
模
写
に
力
量
を
発
揮
し
た
文
晁
門
下
の
画
家
で
あ
る
か

ら
、
武
清
を
同
伴
さ
せ
た
の
は
文
晁
の
案
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
白
雲
は
こ
の

採
訪
に
て
、
訪
古
探
勝
図
と
い
え
る
『
天
然
自
賞
』
を
記
し
た
。

　
『
天
然
自
賞
』
は
、
六
月
二
一
日
の
「
品
川
口
南
眺
望
図
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
七

月
一
日
の
「
富
士
見
茶
亭
眺
望
図
」
を
も
っ
て
終
わ
る
。
鎌
倉
・
稲
村
ケ
崎
・
江

の
島
・
富
士
山
な
ど
の
風
景
図
が
圧
倒
的
に
多
く
、
欄
外
に
模
写
調
査
記
録
が
加

わ
る
。
風
景
図
は
生
硬
な
点
も
あ
る
が
、
西
洋
の
遠
近
法
を
用
い
て
描
か
れ
、『
公

余
探
勝
図
』
の
影
響
を
感
じ
と
れ
る
。

　

白
雲
は
鎌
倉
の
諸
社
寺
を
巡
る
な
か
、
建
長
寺
で
山
門
額
「
建
長
興
禅
寺
」、
西

門
額
「
天
下
禅
林
」、東
門
額
「
海
東
法
窟
」、総
門
額
「
巨
福
山
」
な
ど
を
写
し
と
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、『
集
古
十
種
』
の
扁
額
に
載
る
。
こ
の
ほ
か
鶴
岡
八
幡
宮
の
燈
籠

や
扁
額
、
建
長
寺
碑
、
江
の
島
弁
才
天
の
扁
額
な
ど
も
写
し
、
金
沢
で
は
真
言
律

宗
称
名
寺
の
十
二
神
将
画
像
を
模
写
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
文
晁
は
、
寛
政
九
年

七
月
四
日
に
白
河
藩
邸
で
一
二
幅
の
神
将
模
写
図
を
見
た
。
な
お
原
図
は
、
室
町

初
期
の
作
と
さ
れ
る
絹
本
着
色
画
で
あ
る
。

　

さ
て
、
寛
政
一
〇
年
冬
に
白
河
に
赴
い
た
文
晁
は
、
同
一
二
年
の
『
画
学
大
全
』

の
柴
野
栗
山
序
文
に
「
紙
期
年

4

4

而
帰
」
と
あ
る
か
ら
満
一
年
白
河
に
滞
在
し
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
森
銑
三
氏
が
気
づ
か
れ
た
よ
う
に
、「
屋
代
弘
賢
自
筆
日
記
」

に
寛
政
一
一
年
二
月
二
八
日
「
文
晁
昨
日
帰
」
と
あ
る
か
ら
、
白
河
滞
在
中
の
文

晁
は
一
時
期
江
戸
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

白
河
で
の
文
晁
は
、
白
雲
や
大
野
文
泉
ら
と
協
力
し
、『
集
古
十
種
』
や
『
古
画

類
聚
』
の
編
纂
に
邁
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
集
古
十
種
』
の
事
業
は
大
詰
め
を
む

か
え
て
い
た
が
、
西
国
の
什
宝
調
査
に
不
充
分
な
点
が
あ
り
、
そ
こ
で
白
雲
に
よ

る
西
国
歴
訪
調
査
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
二
月
三
日
、白
雲
は
、定
信
に
随
従
し
江
戸
に
向
か
っ

た
。
翌
三
月
、
白
雲
は
定
信
の
命
の
も
と
、
大
野
文
泉
と
と
も
に
西
国
諸
社
寺
歴

訪
に
旅
立
っ
た
。
白
河
出
生
の
大
野
文
泉
は
、
寛
政
九
年
に
白
河
藩
の
御
絵
師
と
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な
り
、文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
幕
府
が
対
馬
で
朝
鮮
通
信
使
の
礼
を
う
け
る
さ
い
、

林
述
斎
の
絵
師
と
し
て
随
従
し
、
こ
れ
を
期
に
巨
野
泉
祐
と
改
名
し
て
い
る
。

　

白
雲
と
文
泉
は
三
月
頃
江
戸
を
立
ち
、
東
海
道
を
下
り
、
神
奈
川
・
鶴
見
・
大
磯
・

箱
根
な
ど
の
真
景
図
を
描
き
、
大
坂
を
経
、
四
月
一
六
日
摂
州
六
甲
山
に
至
っ
た
。

四
月
一
八
日
、
大
坂
の
蒹
葭
堂
宅
へ
行
き
、
そ
の
後
高
野
山
よ
り
紀
州
へ
行
き
、

六
月
九
日
蒹
葭
堂
宅
へ
戻
っ
て
畿
内
を
採
訪
し
、
七
月
一
九
日
再
び
蒹
葭
堂
宅
へ

戻
っ
た
。
八
月
に
山
陽
道
を
進
み
、
布ぬ

の

引び
き

・
摩ま

耶や

・
塩
屋
を
経
、
藩
州
よ
り
海
路

に
て
讃
岐
に
渡
っ
た
。
高
松
・
屋
島
を
経
、
再
び
瀬
戸
内
海
を
渡
っ
て
下し

も

津つ

井い

・

岡
山
へ
、
そ
れ
よ
り
大
山
方
面
に
進
み
米
子
へ
着
き
、
広
島
の
帝
釈
峡
に
至
っ
た
。

　

そ
の
間
白
雲
は
、
讃
岐
・
備
中
・
備
後
・
伯ほ

う

耆き

な
ど
各
地
の
真
景
図
を
描
い
た
。

再
び
蒹
葭
堂
宅
に
帰
っ
た
の
は
、一
〇
月
二
〇
日
で
あ
っ
た
。
白
雲
の
旅
程
は
、『
西

国
名
所
紀
行
図
』『
東
海
遊
覧
』『
西
西
遊
行
誌
』
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
の
ち
に
画
冊
と
さ
れ
た
た
め
、
日
付
順
序
が
錯
雑
し
て
お
り
注
意
を
要
し
よ

う
。（
以
下
次
号
へ
続
く
） 
（
平
成
二
九
年
四
月
一
四
日
受
理
）

〔
註
〕

（
1
）　

森
銑
三
「
海
量
法
師
」『
森
銑
三
著
作
集
第
二
巻
』（
中
央
公
論
社　

一
九
八
八
年
）

一
五
六
ペ
ー
ジ

（
2
）　

磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
・
上
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

五
五
七
ペ
ー
ジ

（
3
）　

板
沢
武
雄
『
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
四
年
）
二
五
〇
ペ
ー

ジ

（
4
）　

長
岡
由
美
子
「
資
料
紹
介
『
大
和
巡
画
日
記
』（
前
）・（
後
）」『
美
術
史
学
』
第

一
二
、一
三
号
（
一
九
九
〇
年
三
月
、
一
九
九
一
年
六
月
）

（
5
）　

森
銑
三
「
谷
文
晁
伝
の
研
究
」『
森
銑
三
著
作
集
第
三
巻
』（
中
央
公
論
社　

一
九
八
八
年
）

一
九
一
ペ
ー
ジ

（
6
）　

鶴
岡
明
美
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
相
州
名
勝
図
帖
に
つ
い
て
」『M

U
SE

U
M

』
六
一
四

（
二
〇
〇
八
年
）

（
7
）　
（
5
）
の
前
掲
書　

一
九
七
ペ
ー
ジ

Tani Buncho und die illustrierte Werke des japanischen kulturguts in 

85 Büchern

ISOZAKI Yasuhiko

  Der Schogunatsführer, Matsudaira Sadanobu hatte die gründliche Untersuchung der Wertgegenstände 

im ganzen Japan vor. Seine Gefolgsleute, Tani Buncho und andere Kunstmaler, besuchten viele Schreine 

und Tempeln in jedem Ort, um viele Schätze unterzusuchen und zu verzeichnen. Sadanobu hat 1800 sein 

Vorhaben ausgeführt.

  Das ist die illustrierte Werke des japanischen Kulturguts in 85 Büchern. Die Werke, die wir » Shuko 

Jutsushu « nennen, bestanden aus den zehn Klassen ; sie sind die Monumente, die Glocke, die Waffen, die 

Kupferwaren, die Musikinstrumente, die Schreibwaren, die Siegel, die Votivbilder, die Kalligraphie und die 

Malereien.


